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序 文

この報告書は、県営ふるさと農道緊急整備事業に伴い、平成 13

年度か ら平成 14年度の 2ヵ 年に渡つて小林市教育委員会が発掘調

査を実施 した、満永原遺跡 。谷ノ木原遺跡・高津佐遺跡の埋蔵文化

財発掘調査報告書です。

各遺跡か らは縄文時代の早期を中心 とする遺物が数多 く出土 し、

集石遺構などの遺構 も数基確認 されました。また、谷ノ木原遺跡で

は、古墳時代の住居跡が確認 されました。これ らの発見は当時の人々

の生活文化を知る上で大きな手がか りとなることと思います。

本書が今後の研究資料 として、また学校教育や社会教育の一つ と

して広 く活用 していただければ幸いです。 さらに、この発掘調査の

成果により皆様の文化財保護へのご理解が深まることを心より願つ

てお ります。

最後にな りましたが、発掘調査・報告書作成にあた り御指導・御

協力いただきま した宮崎県教育委員会文化課、宮崎県埋蔵文化財セ

ンター、諸先生方をはじめ、遺跡の記録保存に御理解を示 していた

だいた諸機関、また発掘調査・整理作業に従事 していただいた皆様

に厚 くお礼を申し上げます。

平成 17年 3月

小林市教育委員会

教育長  佐藤 勝美



例

1 本書は、県営ふるさと農道緊急整備事業高津佐地区に伴 う、満永原遺跡・谷ノ木原遺跡・

高津佐遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 各遺跡の発掘調査期間は以下のとおりである。

満永原遺跡  平成 14年 2月 12日 ～平成 14年 3月 29日

谷ノ木原遺跡 平成 14年 4月 22日 ～平成 14年 12月 5日

高津佐遺跡  平成 14年 9月 5日 ～平成 15年 3月 ■ 日

3 本書の執筆及び編集、遺物の写真撮影は増谷理絵が行つた。

4 本書に掲載 した遺物の整理・実測等は、荒木慶子、安藤五月、池田朱美、押川和美、

上米良尚美、中村大介、松田幸江、松永克子が行つた。

5 現場での実測は増谷、安藤が行い、池上美由紀、池ノ上真理子、内木場みな、大平落正

美、鎌田文代、神之薗成子、奥呂木スズ子、小畠真弓、永ス井康子が補助した。

6 土器の実測指導は増谷が行い、石器の実測指導は同社会教育課技師落合賢―が行つた。

7 本遺跡出上の黒曜石産地分析は有限会社遺物分析研究所に委託した。

8 本遺跡の基準点測量は下記の業者に委託 した。

満永原遺跡  :有限会社西諸測量

谷ノ木原遺跡 :有限会社徳永測量

高津佐遺跡  :有限会社脇元測量

9 本遺跡の出土遺構 。遺物については、本田道輝氏 (鹿児島大学法文学部助教授)、 菅付

和樹氏 (宮崎県埋蔵文化財センター)、 横手浩二郎氏 (鹿児島県埋蔵文化財センター)

に御指導いただいた。

10 遺構実測図の方位は真北を、レベルは海抜標高で示す。

11 本書に利用する位置図は建設省国土地理院長の承認を得て、同院発行の 2万 5千分の 1

地形図を複製 したものを使用している。

12 本書に使用する遺構の略号は次のとお りである。

SA:竪 穴住居跡 SI:集石遺構 SC:竪 穴状土坑 SX:不 明遺構

13 遺物は小林市教育委員会で保管している。

ロ
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第 1章 調査の経緯

第 1節 調査に至る経緯

高津佐地区では宮崎県西諸県農林振興局により、県営ふるさと農道緊急整備事業の実施

が計画されていた。工事区間には小林市教育委員会が周知の埋蔵文化財包蔵地として確認

されている地域が含まれており、市教育委員会で平成 12年度に工事区間内の試掘・確認

調査を実施したところ、縄文時代早期を主体とする遺跡の所在が明らかとなった。工事の

施工により遺跡の破壊は免れられないため、宮崎県西諸県農林振興局と小林市教育委員会

で遺跡の扱いについての協議を行った結果、工事施工前に発掘調査を実施し、遺跡の記録

保存の措置をとることとなった。

調査期間は平成 14年 2月 12日 から平成 14年 3月 29日 、平成 14年 4月 22日 から平成

15年 3月 11日 、調査面積は約 1,800だである。

第 2節 調査組織

調査は小林市教育委員会が行い、平成 13～ 14年度に本発掘調査、平成 14年度から平成

16年度にわたつて出土資料・図面の整理、資料の検討、調査報告書の刊行を行つた。調査

組織は以下のとおりである。

調 査 主 体

教  育  長

小林市教育委員会

山口 寅一郎

佐藤 勝美 (平成 16年 4月 ～)

社会教育課課長  上原 守義

鵜木 義幸 (平成 14年 4月 ～)

堀 英博 (平成 16年 4月 ～)

社会教育課係長  上別府 優

社会教育課庶務  切畑 勝博

山口 恭史 (平成 15年 4月 ～)

植木  茂 (平成 16年 4月 ～)

調 査 担 当  増谷 理絵

嘱     託  安藤 五月

≪発掘作業員≫

各遺跡の現場作業員は以下のとおりである。

満永原遺跡
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谷ノ木原遺跡

高津佐遺跡

第 2章 遺跡の環境 (第 1図 )

第 1節 遺 跡 の 地 理 的 環 境

小林市は宮崎県南西部に位置する内陸盆地である。北は須木村、西はえびの市、東は野

尻町、南は高原町と接 し、また県境に所在 しているため、北部は熊本県、南部は鹿児島県

とも接 している。北は九州山地へ連なる山岳地帯、南を霧島山系に囲まれ、東から西に渡つ

て開けている。北部山岳地帯は新生代古第二紀の四万十層群、霧島山系は新生代第四紀の

霧島火山溶岩で形成 されている。霧島山は北西か ら南東方向に合計二十二の火山が並ぶ複

合火山群で、標高千メー トル以上に及ぶ山々が連な り、また大幡池などの火山湖もあつて、

四季折々の景色で観光客を楽 しませている。

土壌は火山灰を基盤 とし、市内のほとんどが姶良カルデラの噴出物であるが、盆地北部

には加久藤火山砕屑流もみられる。低平地は大部分が河川の流れによって形成 されたもの

で、砂傑台地・三角州低地から成る。この低地周辺を取 り囲んでいるのが火山灰などの火

山砕屑流が堆積 して形成 されたシラス台地であ り、市内各地でシラスが露出している崖が

見られ、非常に厚 く堆積 している。

また、シラス台地 。沖積地 とともに牛の雁火山灰・アカホヤ火山灰・黒ボクなどの上壌

が見 られる。黒ボクはその起源を霧島火山の噴出物 とし、アカホヤ火山灰は薩摩半島南方

約五十キロメー トル、屋久島の北部海底の位置する鬼界カルデラ噴出物である。

市内を流れる河)||は 、一部を除いてほとんどが大淀川水系で、市の南東方向へと流れて

いる。小林市は湧水の豊富な地で、市内各地に四十ヵ所以上の湧水地があり、一 日何 トン

もの水が湧き出ている。これ らの水は淡水魚の養殖や灌漑用水、上水道に使用され、市民

の生活に欠かせないものとなっている。また出の山湧水は名水百選に選定され、水質も良

好で水量も豊富であり、 5月 ・ 6月 にはゲンジボタルの乱舞が見 られ、小林市の観光名所

となっている。
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第 2節 周辺遺跡

小林市教育委員会では平成 4～5年度に市内遺跡詳細分布調査を行つている。この調査

結果報告によると、市内の 164ヵ 所が周知の埋蔵文化財包蔵地として把握されている。今

回調査に至った満永原遺跡、谷ノ木原遺跡は縄文・弥生時代、高津佐遺跡は弥生時代の遺

物散布地として認識されていた。これらの遺跡周辺にもまた、縄文 。弥生時代の遺跡が分

布している。

ィ東 方 二 区

11′
テ|―、|| ■

｀
ヽ
、ノ
‐

｀

会ノ木辱遇跡訓奈Ⅲ

＼

胡
港

r,

満永標遺跡調査地

寃論＼・＼iltiをゴ

/■:テT,下'(      ｀
                十:25,000

■ゴ|テ
・/1弁監…謂二墨‖翠_型

Z4

�I

野ち 遺  跡  名 れ三  男1 時 代 等だ 遺  跡  名 種  別 時 代

1 満永原遺跡 散布地 縄文・弥生 17 立山前遺跡群 散布地 縄文 弥 生

谷ノ木原遺跡 散布地 縄 文 弥 生 地頭淵遺跡 散布地 縄文 弥 生

3 高津佐遺跡 散布地 縄文 弥 生 穂屋下遺跡 散布地 弥 生

4 小原遺跡 散布地 縄 文 小林原遺跡群 散布地 縄 文 弥 生 近 世

5 山代遺跡 散布地 不 明 山宮遺跡 散布地 縄 文 弥 生

6 梶ノ場遺跡 散布地 弥 生 二原遺跡群 散布地・古墳 弥 生 古墳

7 下津佐遺跡 散布地 弥 生 新田場遺跡群 散布地 弥 生 古墳

8 大久津遺跡 散布地・石塔 弥生 。中世 平才原遺跡群 散布地 弥 生

9 今別府遺跡 散布地 前田遺跡 散布地 弥 生

10 永野遺跡 散布地 縄文・弥生 内木場城跡 散布地・城跡 縄文 。中世

11 西水流遺跡 散布地 弥 生 中世 木切倉遺跡 散布地 弥 生

晦木原第 1遺跡 散布地 縄文・弥生 大丸遺跡 散布地 弥 生

13 崩淵第 1遺跡 散布地 縄文 水天山遺跡群 散布地 縄文

栗巣野遺跡 散布地 縄文・弥生 池ノ上遺跡 散布地 不 明

悔木原第 2遺跡 散布地 健文・弥生 立山遺跡 散布地 健文

崩淵第 2遺跡 散布地 弥生

第 1図 遺跡位置図
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第 3章 満永原遺跡

第 1節 調査の概要 (第 2図 図版 1)

満永原遺跡は小林市大宇東方宇谷ノ木小字満永原に所在 し、標高約 220mの台地上に位

置している。南方には標高差約 20mの谷があり、さらに南方には岩瀬川支流の谷ノ木川が

流れている。かねてから縄文・弥生時代の遺物散布地として把握されている地域である。

0                            10m

第 2図  満永原遺跡地形図

216.000m
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調査地は畑地で、地表以下約 110cmま で攪乱を受け、南西側には造成の痕跡も見られる。

現況は平地だが、攪乱土を除去すると南西側に向かつて下がつており、以前は丘陵地であつ

たことがうかがえる。表上を北西側から剥いでいくと調査区の北西側はシラスが見え、上

層がかなり削平されていた。満永原遺跡は縄文時代に加え、弥生時代の遺物散布地として

も認識されていたため、今回調査を実施した区域にも造成前には弥生時代の遺跡が存在し

ていた可能性も十分にある。

調査の結果、遺物は南西側に集中し、縄文時代早期の遺物、礫群が多く出上した。土器

は楔形突起を有する土器が主に出上し、石器は石鏃や磨石などが黒色土層より出上してい

る。また、礫が非常に多く出上し、集石遺構も2基検出されている。本遺跡の調査面積は

約 400だ である。

第 2節 基本土層 (第 3図 )

北西側はシラスより上層は畑地造成の際にすべ

て削平され、調査区内の他部分も牛の歴火山灰層

より下の黒色土層以下の上層 しか残存 していない。

調査区の南西側には造成により、様々な上が大き

なブロック状の塊で入つている箇所もみられる。

調査の結果、主に黒色土層より遺物・遺構が確認

された。

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層 9     1甲

第 3図 基本土層図

攪乱層。約 5111111～ l Cmの石、軽石等の

様々な混入物を含む。

黒色土層 (Hue7.5Y R2/1黒色)

礫群、遺物包含層。

黒褐色土層 (Hue10Y R3/2黒褐色)

Hue10Y R6/8明 黄褐色のブロック(2～ 8

11ull程度)、 直径 1～ 2■lmの 白色砂粒を若干

多く含む。遺物包含層。

黒褐色土層 (Hue10Y R3/1黒褐色)

キメは細かくやや粘質。
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第 4節 遺物 (第 6～ 10図 図版 2・ 3)
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土器 (1)第 6図



23

第 7図 満永原遺跡包含層

22

黒色土層より縄文時代早期の貝殻文系円筒土器を主とする土器が出土している。

¬は円筒形土器の胴部で、外面に横位の条痕文が見られる。おそらく前平式の類か。 2

～ 4は外面に貝殻腹縁刺突文が施 された土器である。 2と 3は同タイプで、斜位の貝殻腹

縁刺突文が見られ、 4は外面の口唇部直下に横位の貝殻腹縁刺突文、その下に縦に施文が

見 られる。また、日唇部には刻み 目があつたようだが、摩滅のため不明瞭である。

5～ 8は貼 り付けの楔形突起を有する土器である。いずれも貝殻条痕文 +貝殻腹縁刺突

文あるいは沈線が描かれた後に、楔形突起が貼 り付けられている。 日縁部は外傾するが、

5は他の上器よりも外傾度が強い。

9は月同部から口縁部にかけての外傾はごくわずかでほぼ直立している。胴部に貝殻腹縁

押引文が施 された後に楔形突起が貼 り付けられている。 日唇部には刻み 目が見 られる。 1

0は 2段の楔形突起が貼 り付けられた後、貝殻腹縁刺突文が施 されている。 口唇部には刻

み 目、日唇部直下外面には 3条の横位の貝殻腹縁刺突文が見られる。器壁は非常に薄く造

りは精巧である。 11・ 12も 同じく楔形突起を貼 り付けた後に施文されている。 11は
日唇部直下外面に 3条の横位の貝殻腹縁刺突文、また楔形突起の貼 り付けられたその根元

からは横位の貝殻腹縁押引文が施 されている。 13日 14も楔形突起の貼 り付 け後施文さ

れ、突起間には斜位の短沈線が描かれている。 日唇部には刻み目も見られる。 15は摩滅

が目立つ。 16は 日唇部には刻み 目、口唇部直下外面には 2条の横位の貝殻腹縁刺突文を

有 し、その下に 1段の楔形突起が貼 り付けられている。突起の周囲を取 り囲む ように刺突

文が見られ、突起の最下部から貝殻腹縁押引文が施 されている。

0                1 0Cm

出土土器 (2)
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第 9図 満永原遺跡包含層出土石器
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(2)

-11-



39

〕           5cm

第10図 満永原遺跡包含層出土石器 (3)

17～ 20は貝殻文系円筒土器の胴部である。いずれの上器にも外面に貝殻腹縁押引文

が見られる。 18は押引文に加えて貝殻腹縁による刺突文を組み合わせて施文している。

19も押引文による施文だが、故意に押引の方向を変えたような施文法である。 20は押

引文に加えて、貝殻による押捺文を組み合わせてお り、装飾性が見受けられる。

2¬ ～23は貝殻文系円筒土器の底部である。 21は底径 13.6cmで、下部に斜位の刻

線が見られ、胴部には貝殻条痕文、刺突文が施されている。 22日 23は下部に縦位の刻

線が見られ、23は胴部に縦位の貝殻腹縁刺突文が施されている。

24・ 25は押型文土器で、日唇部および外面に山形押型文が見られる。日縁部は強め

に外反している。

石器は縄文時代早期の遺物包含層である黒色土層から出上している。出上した石器は石

鏃・石鏃未製品・スクレイパー・磨石・敲石・使用痕剥片・石皿などである。

26～ 32は石鏃で、石材には黒曜石・チャー ト・頁岩などが使用されている。黒曜石

には大分県姫島産と思われるものも見られる。形には様々なタイプが見られ、また、大き

さも大小様々である。 33・ 34は石鏃未製品、35は使用痕剥片である。36は磨石で、

流紋岩製である。 37日 38は敲石で、37には砂岩、38には流紋岩が使用されている。

39は石皿で、安山岩が使用されている。
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第 4章 谷ノ木原遺跡 1区

第 1節 調査の概要 (第 11図 図版 4)

谷ノ木原遺跡は小林市大字東方宇谷ノ木小字谷ノ木原に

所在する。満永原遺跡 とは谷を挟んで向側に所在 し、満永

原遺跡 と同じく南方を谷ノ木川が流れている。

調査地は畑地で、調査面積は 300だである。黒ボク上が

あまり残ってお らず、アカホヤ火山灰の上層の黒褐色土層

の調査を行つた。アカホヤ火山灰上面で遺構検出を行つた

ところ、古墳時代の住居跡 1基と縄文時代後期～晩期 と思

われる土坑 3基が出土 した。

遺物は住居跡から多 く出上してお り、良好な資料が得 ら

れた。遺構外からの遺物は土器は小片が多く、特徴を捉え

られるものは一部にすぎない。石器も少量出土している。

第 2節 基本土層 (第 12図 )

土層の残存状況は良好とはいえず、特にアカホヤ火山灰

土層に着目すると、ブロック状にしか残つていない箇所も

見られる。遺物はⅡ層から出上した。

I層 :耕作土 (Hue10Y2/1黒色 )

Ⅱ層 :黒褐色土 (Hue2.5Y3/2黒色 )

Hue2.5Y2/1黒 色土が混 じる。やや粘質。

Ⅲ層 :黄褐色土Hue10Y R5/6黄褐色

硬 くしまっている。
500m

217.750m

217.500m

9          ,         19m

Ⅲ

第12図 基本土層図 -13-

第11図 谷ノ木原遺跡 1区地形図



第 3節 遺 構 及 び 出土 遺 物

住居跡 1基 (SA-1)、 土坑 3基 (SC-1～ 3)がアカホヤ火山灰層面で検出された。

1 住居跡 SA-1(第 13図 図版 4)

SA-1は 約 3m× 3mの隅丸方形プランで、掘 り込みの深 さは35cm程度である。西側

に円形の張 り出しがあり、その床面からは高杯のほぼ完形品が出土している。遺構の壁際

4ヵ 所には柱穴が見られる。

埋土は 2次アカで、小さな炭が多く含まれている。埋土中からは多くの土器片が出土し、

かなり完形品に近いところまで復元できた遺物も数点あるなど、良好な資料も得 られた。

また、住居跡の南側には熱を受けて赤化 している石や炭化物、石皿が検出面より高い位置

で出土している。これ らは住居跡に伴 う遺物であると予想 されるため、住居跡使用後に廃

棄 された生活用具、生活の痕跡である可能性が高い。住居の時代は出上した遺物から想定

すると、古墳時代にあたるものと思われる。

SA― ¬出土遺物  (第 14～ 17図  図版 5日 6)

40～ 45は胴上部に突帯のある甕である。いずれの甕も頸部がくびれるものはなく、

胴部から直線的あるいはやや丸みを帯びながら口縁部へ とつながる。 40は 日径 21.2cm

で、器面はハケによつて調整 されている。この上器には、貼 り付けの突帯に布 目の刻み部

分 と、ハケ状工具による刻み部分があり、工具の使い分けが見られる。 41は 日径 19.6cm、

粗雑なつくりで、器形・ 口縁部がいびつである。突帯は40と 同様に、布 目の刻み部分 と

工具による刻み部分とが見 られ、工具の使い分けが見られる。 42は 日径 30cm、 器高 32c

m、 底径 4.3cmの平底の底部で、 日唇部には連続 して布 目の刻みが見 られる。また、日縁

下の突帯にも布 目の刻みが確認できる。

43は 口径 22.5cmで、胴部は膨 らみをもつて日縁部はすばまっている。内外面ともに

ハケによる器面調整が施 されてお り、突帯には布 目の刻みが見られる。 44は胴部から日

縁部に向けてランパ状に大きく開く器形である。 日径 39。 3cmで、貼 り付けの突帯には上

下から刻みが入れ られ、布 目が見える。 45は外面にハケ調整がなされ、貼 り付けの突帯

には布 目を確認できる。 46～ 48は甕の底部である。 46日 47は丸みをおびた底部で、

同タイプの底部形態をなす。 46は底径 5,3cm、 47は底径 5.8cmで ある。 48は底径 5。

8cmの 平底の底部である。

49は深鉢の底部であると思われ、底径は 5。 5cmを測る。全体的に粗雑なつくりで、器

面調整もあまりなされていない。

50～ 52は壷である。 50は 日縁部で、頸部に貼 り付けの刻み 目突帯を有 し、外面は

ハケ、内面はミガキによる器面調整がなされている。胴部は大きく丸みをもつて膨 らんで

いると思われ、頸部で屈曲した後、日縁部は直立する。日径 14.6cmである。 51は 口径 7.

9cmの二重口縁壷の日縁部である。外面はミガキ、ハケによる調整、内面はハケによつて

器面調整 されている。 52は壺の肩部である。

53～ 57は高杯である。 55は住居跡床面直上で出土した。残存状況も良かったため、

-14-
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第14図 谷ノ木原遺跡 1区 SA-1出土遺物
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ほぼ完形に復元できた。日径は 18.6cm、 器高 14,3cm、 底径 11.4cmで ある。受部・ 口縁部

は直線的で、脚部から裾部は短く広がる。器面は内外面ともにハケ調整後にミガキによつ

て調整されている。 56は 日径 23.6cmの 日縁部である。受部はわずかな丸みをもち、段

を有さず日縁部は短めに外側に反つている。外面は指押サエ・ハケ調整の後ミガキによる

調整がなされており、内面も磨かれているが摩滅のためミガキの単位は明瞭でない。

59は浅鉢で両面が丁寧に磨かれている。 60は月同部の丸みが強い鉢で、外面には横方

向のミガキが見られる。

61・ 62は黒曜石製の石鏃である。 63は砂岩製の垂飾品で、両面からの穿孔が認め

られる。 64日 65は石斧の刃部で、砂岩が使用されている。 66は石皿で砂岩製、67
の台皿には安山岩が使用されている。 66・ 67は検出面より高い位置で出上している。

2 土坑 (第 18日 19図  図版 4日 5)

SC-1～ 3の埋土も2次アカで、糸亀文時代後期～晩期と思われる遺物が出上している。

しかし、遺構上層部での出土であったので流れ込みの可能性もある。3基の上坑はすべて

隣接しており、また住居跡とも隣接している。

_A'

A一

口吐‐Ｔ‐‐‐
博一剖・判００ヨ

ロ
ー
ー
ー

|

孔士別■700m
― A'

SC-1平面図及び断面図
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SC-1は 直径約 135cmの 円形土坑である。深 さは 50cmで、出土した 3つの土坑の中で

は最も深い。また、遺構の中心より西側にずれた位置に直径約 50cm程度の穴が見 られる。

SC-2は 直径約 150cm程度の不整形の円形土坑である。深 さは 30cm近 くある。

SC-3は かなり不整形である。深 さは約 20cm程度で、遺構の北側のみ急に落ち込ま

ず、一旦段を設けてさらに落ち込んでいる。

いずれの土坑も用途は不明である。3基の土坑は遺構の形は不ぞろいではあるが、埋土

が同じであることに加え、同時期の遺物が出上 していることをふまえると、土坑の使用さ

れた時期は同時期であると推察される。

SC-1出 土遺物 (第 20図  図版 7)

68は深鉢で、頸部下に貫通 した穿孔をもつ。内面にはさらにその穿孔下に貫通 してい

ない孔も見られる。内外面ともにハケによる器面調整後、なでられている。

SC-2出 土遺物 (第 20・ 21図  図版 7)

69は 口径 43.6cmの深鉢である。土坑の検出面から出上 している。頸部はくの字に屈

曲し、胴部最大径部は逆くの字に屈曲している。器形は歪で、日唇部は直線的でなく、特

に内面の器面は指押サエ痕で凸凹している。器面にはハケ調整も施されている。内面の所々

に見 られる粘上の継ぎ目で、輪積みによつて成形 された様子がよく伺える。また、この雅

上の帯には朱色が着色 してあり、無着色の粘土帯 と着色 された粘土帯が交互に積まれてい

る。 70は 69と 比較すると頸部は丸みを帯びて屈曲し、胴部最大径部は逆くの字状にシャー

プに屈曲している。内面には数条の粘土の継ぎ目を確認できる。内外面 ともハケ後ナデ調

整が施 され、外面胴部には粗いハケロが見 られる。 71は黒色磨研土器浅鉢で、底部のみ

欠 く。内外面ともに丁寧なミガキが見られ、頸部外面には浅い沈線が見られる。

SC-3出 土遺物 (第 21図 図版 7)

72は平底の底部である。外面にはハケ調整、内面にはナデ調整が認められる。

第 4節 包含層出土遺物 (第 21・ 22図 図版 7)

73は底部がつまみ出されたような器形である。内外面ともハケ後ナデ調整が施 されて

いる。

74・ 75は石鏃である。 74は黒曜石、 75はチャー トが使用されている。 76～ 7

8は黒曜石の石核である。 79は磨石で砂岩が使用されている。 80は敲石で砂岩が使用

されている。

-22-
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第 5章 谷ノ木原遺跡 2区

第 1節 調査の概要 (第 23図 )

谷ノ木原遺跡 2区は 1区の西方向に位置 し、
217.

細い路地を挟んで斜め向かいにある。山林であ

つたため切 り株が数ヵ所残つてお り、調査が非

常に困難であった。初めに表土を剥いだ後、人

力で掘削を開始 したが、掘 り下げていくに伴っ

て鋸等を使って少 しずつ切 り株、根を除去 して

いつた。木の根による攪乱も目立ち、土層の残

りは良好ではなかった。また、土層の堆積状況、

遺物の出土状況を確認するため、 トレンチを 5

ヵ所設定した。Ⅱ層以下を調査 し、調査面積は

約 300だである。

包含層からは多くの上器や石器に加え、相当

数の礫が出土した。礫の総重量は 471,929.Og、

総個体数は 3,886個である。圧倒的に砂岩が多

く、他にも安山岩や頁岩が見られる。操は必ず

といってよいほど割れてお り、中にはススの付

着、熱による赤変が認められるものも数点出土

した。

第 2節 基本土層 (第 24図 )

山林 として使用されていたため、木の根によ

る攪乱が目立つ。調査の対象 となった土層の堆

積状況は全体的に良好でなく、にじむように他

の上が入 り混 じっていた。

I層 :表土

(Hue10Y R2/1黒色 )

Ⅱ層 :黒褐色土層 二次アカホヤ層

(Hue7.5Y R3/2黒褐色 )

0.5■lm程度のアカホヤ粒、

Ⅲ層 :ア カホヤ火山灰層

(Hue7.5Y R6/8橙色 )

白色粒を含む。

下層部には火山豆石が堆積 している。

217.000m

0                              10m

第23図 谷ノ木原遺跡 2区地形図
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9-. 1狸

全面的ににじみがひどく、また、本の根による攪乱も

受け、均一的には残存 していない。

Ⅳ層 :牛の睡火山灰層 (Hue10 B G4/1暗青灰色 )

Ⅲ層と同様ににじみがひどく、残存は良くない。黒褐

色土やアカホヤの混入が目立つ。

V層 :オ リーブ褐色土層 (Hue2.5Y4/3オ リーブ褐色)

粘質で、炭化物が混じつている。 1■lln程度の橙色粒、

白色粒を含む。

ィ A'Ⅵ層 :黒色土層 (Hue10Y R2/1黒 色)

硬 くしまつている。l llm程度の白色粒、3111111程 度の橙

色粒を多く含んでいる。

/B'

9          .        1lm

第24図 基本土層図

第 3節 遺構

1 溝状遺構 SE-1

(第 25図  図版 8)

二次アカホヤ層で検出を行い、調査区

の南北に渡つて出上した。埋上には小砂

利も含まれ、自然流路であると思われる。

土器片が 2点出上したが、おそらく流れ

込みであろう。第25図  SE-1平 面図及び断面図
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2 土坑 (第 26図 図版 8)

SC-4は アカホヤ火山灰層面で検出した。調査区南西の壁際に出土し、遺物は 2点の

み出上 している。 SC-5は 遺構上面に土器がかたまって出土 した後、アカホヤ火山灰層

面で検出した。埋土は硬 く、遺物は 21点出上し、中には鏃も見られる。

SC-6は SC-5に 近い南壁際に、アカホヤ火山灰土を掘 り下げていく途中で出土 し

た。遺物は 9点出上した。 Sc-7は V層 にて検出したが、一部 トレンチによって切 られ

ている。埋土からは炭化物が出土し、遺物は 9点出土 している。

3 集石遺構 (第 27日 28図 図版 8日 9)

集石遺構は 4基出土している。牛の睡火山灰層か ら散礫が多く出土し、SI-4は Ⅵ上

層から検出でき、他の 3基はⅥ下層まで掘 り下げた時点で検出された。

SI-1は 調査区の南東方向に位置 し、総重量 12,070.5g、 一個体の平均重量は 191.5

g、 総個体数は 63個 である。個体数も少なく、遺構の規模は小 さい。赤変およびススの

付着により黒変 したものが数点見られる。 1個 を除外 して構成撰のすべてが砂岩である。

遺構中央には大きな繰が置かれ、その周囲を小傑が取 り囲むように置かれていた。礫は中

央に出土 した大きな礫以外はすべて割れていた。遺構内からは黒曜石剥片が 4点出上 して

いる。また、遺構西側にⅥ層から石器が集中して出上 し、また、その周辺より剥片、チッ

プが多く出上 したため、石器カロエの跡である可能性 も考えられる。

SI-2は 西側を木の根によりかなり破壊 され、また東側は攪乱されている部分も見 ら

れる。総重量 16,747.7g、 一個体の平均重量は 132.9g、 総個数は 126個 である。構成操

は大部分が砂岩で、安山岩も数点見られる。大半の礫が割れてお り、黒く変色 した操が少

量出土 した。また、全体的に小礫で、特別大きなものもない。石器が 4点出上し、黒曜石

剥片 2点、石鏃 1点、スクレイパー 1点が出上 した。

SI-3は 掘 り込みを有する。総重量 55,614.Og、 一個体の平均重量は 72.Og、 総個

体数は 772個である。他の集石 と違い、繰の大きさが疎 らで小片が多く出上 した。遺構は

砂岩で構成 され、そのほとんどは割れた礫である。黒 く変色 した礫の出土量が他の集石よ

りも多く、変色後に割れた礫が多く見られた。掘 り込み上にかなり礫混 じりの土があり、

また掘 り込みの北東方向にもこれ らが広がっていた。遺物は土器 2点 (楔形突起を有する

土器を含む)、 剥片等の石器が 11点出上した。礫 よりも埋土量が多い。土坑の中央床面に

は敷石 と思われる、他の礫よりも大きなものが置かれていた。重量は約 5 kgを測る。

SI-4は 総重量 25,205.8g、 一個体の平均重量は 133.3g、 総個体数は 189個である。

大半は砂岩で、数点のみ安山岩が出土した。いずれも小傑で、特別大きなものは出土 しな

かつた。礫の大半が割れてお り、ススの付着、赤色化の認められるものが数点存在する。

遺構の間には本の根が入つてお り、多少攪乱を受けていると思われる。遺構内からは黒曜

石剥片が 1点出土した。

-28-
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第 4節 遺 物 (第 29～41図 図版 9～ 13)

81～ 84は器面に条痕文が施文 された土器である。 81日 82は縄文時代早期の深鉢

口縁部である。 81は口縁部に貝殻腹縁刺突文、胴部には貝殻条痕文が見 られる。 82は
日縁部に刺突文、胴部に貝殻条痕文が見 られる。

83には横位あるいは斜位の条痕文が見 られ、胴部は直線的で日縁部は外傾 している。

84はおそらく83の タイプの口縁部に続 く底部であろう。胴部は直線的で、外面全面に

貝殻条痕文が見られる。

85日 86は 日縁部に数条の横位の沈線をもつ。 86は胎上に金雲母を含んでいる。

87は 口唇部は丸く仕上げられ、外面には縦位の撚糸文が見られる。

88～ 102は 押型文土器である。 88は 口径 25。 6cmで、外面に貝殻による押引文が

連続 して施文されている。 89～ 95は 山形押型文のある土器で、外面のみに押型文が見

られるものと両面に見られるものとが出土 した。内面にも押型文があるものは、口縁部内

面に縦位の短沈線が見られる。 95は底部で、斜位に山形押型文が施 され、底面に圧痕、

押型文 と見られる痕がある。 96～ 99は精円押型文土器である。 96は 日縁部の外反度

が強 く、外面のみ押型文が見 られる。 97は両面に精円押型文が見られ、内面は日縁部に

山形押型文と同様の縦位の短沈線が見られる。 98は外面は無文、内面にのみ押型文が見

られる。 99は 97と 同タイプの施文であるが、日縁部の外反度は97ほ ど強くない。

100～ 102は格子 目のある土器である。 100は 日縁部で、内外面に格子 目が見ら

れる。 101は 平底の底部で、外面に格子 目が見られる。 102は 頸部より上は無文で、

頸部以下には須恵器を思わせるタタキ痕のような格子 目が見られる。

103は ラッパ状に日縁部が広がる深鉢である。頸部上に内外面から穿孔された孔が見

られる。 日唇部には浅い刻みが見られ、頸部下には浅い横位の沈線が数条廻つている。

104は 深鉢月同部で多方向の粗い沈線が見 られる。 105・ 106は 口唇部 と口縁部に

刺突文を有する。 105は 下部に沈線 も見 られ、日縁部は内湾気味である。 107も また

連続刺突文が見られる。 108は 頸部下に細い沈線がある。 109日 110は 頸部で、深

いはつきりとした沈線を数条確認できる。 111・ 112に も明瞭な沈線が見 られ、 11
2には二条の貼 り付けの突帯があり、連続刺突文がある。 113は 小片で全体的な文様は

不明であるが、残存部には弧が何条も描かれているのがわかる。 日唇部は平坦に仕上げら

れてお り、日唇部外側には刻み 目が廻つている。

114～ 121は撚糸文のある土器である。中には、沈線 と撚糸文を組み合わせて施文

されているものもある。

122・ 123は 二重口縁状の口縁をもつ土器で、外面には連続刺突文 と横位の沈線文

が廻つている。 124は 日縁部に施文が認められるが明瞭な文様ではない。薄 く沈線文と

連続の押圧痕を確認することができる。 125は 日縁部で外面に縦位あるいは斜位の粗い

ハケロが見られる。

126は 日径約 40cmの深鉢である。幅の太い条痕文が両面に見 られ、 日縁部下には貼

り付け文も付されている。 日縁部は波状 口縁である。 127も 同じく内外面に貝殻条痕文
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第32図 谷ノ木原遺跡 2区包含層出土土器 (4)
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が見られる。外面は山形に施文 されている様子が うかがえる。胴部には両側からの穿孔を

確認できる。器壁は非常に薄く、日唇部は連続 して刻まれている。

128は 丁寧なつくりで、胴部は丸 く膨 らみ、頸部ですばまり口縁部は直線的にやや外

側に向かつて伸びている。内外面に丁寧なミガキが認められる。 129の 頸部は緩 く外反

して日縁部へ と伸びる。内外面は横位のミガキによる調整が施 されている。 130も また

頸部は緩 く外反 してお り、日縁部はほぼ直立して短 く伸びている。器面はハケ後ナデ調整

が施 されている。

13¬ ～ 134は いずれも口縁部で、丁寧なミガキが見られる。 133ヨ 134は 口縁

部がわずかに内湾気味である。 135～ 142は浅鉢で、黒色磨研の精製浅鉢 と粗製浅鉢

が出土している。

143～ ¬47は底部である。 ¬43は底部は上げ底で、下部は丸みをもつて胴部は直

線的に伸びている。 144も わずかに上げ底で、浅鉢の底部であると思われる。外面はミ

ガキによる器面調整がなされている。 ¬46も またわずかに上げ底の底部である。 147

は底径 5。 8cmで、胴部は外側へはさほど張り出さず、小型品である。

148は縄文時代の鉢 と思われ、内外面はハケ調整で、日唇部に貼 り付け文を有する。

149は頸部に貼 り付けの刻み 目突帯をもつ壺である。突帯は縦に刻まれた後、さらに

斜めに刻まれている。外面はハケ調整だが、内面は摩滅のため不明である。

150は黒色磨研土器浅鉢の口縁部である。 SC-5か ら出土した。

151～ 180は石鏃である。石材には黒曜石、チャー トに加え、頁岩が少量ながら使

用されている。形態、大きさは様々である。 181は 尖頭器で、チャー トで作られている。

182～ 185は スクレイパーで、石材は黒曜石、チャー トが使用 され、 185に はホル

ンフェルスが使用されている。 186～ 188は石匙でチャー ト製、頁岩製のものが出土

している。形態はそれぞれに差異がある。 189～ 192は使用痕剥片、二次調整剥片、

剥片である。 193～ 200は 石核である。 197は 姫島産の黒曜石であると思われる。

201・ 202は 石錘で、頁岩、安山岩が使用されている。 203・ 204は 石斧で、ホ

ルンフェルス、安山岩で作られている。
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第 5章 高津佐遺跡

第 1節 調 査 の概 要 (第 42図 図版 14015)

高津佐遺跡は大字東方宇高津佐に所在 し、標高 244mに位置する。小林盆地を見渡せる

見晴らしのよい場所である。高津佐遺跡は弥生時代の遺物散布地として認識されていた所

で、『小林市史 第一巻』には 「弥生式文化時代においては、ほとんど各方面に人間が生

活 し、部落をなし、高津佐原の如きは一大集落地をなしていたと思われる。」と記載され

ている。

今回の調査で発見されたのは縄文時代早期の遺構 。遺物である。調査地は以前畑地とし

て使用されていたが、表土剥ぎを行つたところ、西側は攪乱がひどかつたものの、その他

の部分については表土下 20cm程度しか攪乱は受けていなかった。また、西側については

竹が密生していたので竹の根による攪乱が目立った。表土を剥いでみると、西側の上層が

大きく削平され、北西側から東側にかけて低くなる丘陵地であったことがうかがえる。調

査面積は約 800ピ である。

今回の調査では縄文時代の遺構・遺物が出土した。遺構は集石遺構 5基、土坑 3基、不

明遺構 1基が出土し、遺物は押型文土器や妙見式土器、磨製石斧や打製石斧等が出土して

いる。また、Ⅵ・Ⅶ層から操群が出土し、総重量 402,781.2g、 総個体数 3,772個が確認 さ

れた。礫は砂岩が最も多く出上し、安山岩も割 と多く見られる。出土した礫は大多数が割

れており、欠けの無いものは稀である。ススの付着、熱による赤変が認められるものもあ

るが、数点にすぎない。

第 2節 基 本 土層 (第 43図 )

調査区

主に遺物

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

Ⅶ層

の西側半分は竹の根によって攪乱を受けていた。

が出上したのはⅥ層・Ⅶ層である。

攪乱層 (Hue10Y R4/1褐 色)

アカホヤの小ブロック等を含む。

攪乱層 (Hue10YR2/1黒色)

攪乱層 (Hue10Y R4/6褐 色)

アカホヤ火山灰層 (Hue10Y R6/8明 黄褐色 )

下層部に火山豆石を含む。遺物がごく少量出土。

牛の雁火山灰層 (Hue10B G5/1青灰色)

非常に硬質で、しまっている。遺物が少量出土。

黄褐色土層 (Hue10Y R5/4に ぶい黄褐色)

粘質でキメ細かい。遺物包含層。

黒色土層 (Hue10Y R5/4に ぶい黄褐色、

Hue10Y R2/1黒色が入 り混じる層)

粘質でキメ細かい。遺物包含層。
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第 3節 遺 構

黄褐色土上面より集石遺構 1基 (SI-1)、 黒色土層より集石遺構 4基 (SI-2～
SI-5)、 土坑 3基 (SC-1～ 3)、 不明遺構 1基 (SX-1)が 出土した。

1 集石遺構 (第 44～ 46図  図版 14・ 15)

SI-1は 牛の睡火山灰層下の黄褐色土層上面から出土した。調査区西側の壁際に出土

し、遺構の一部は調査区の壁に入 り込んでいる。傑の大きさは大小様々で、整ってはいな

い。傑 と礫の間隔は開き、礫は並べて敷かれたような様子 とは違 うため、一箇所に廃棄さ

れたような印象を受ける。総重量 32,980.Ogで 、一個体の平均重量は 687.Og、 総個数は

48個である。安山岩が多用され、中には砂岩 も見られる。スス等が付着 したものは見 られ

なかった。

SI-2は 出土した集石の中で最も規模が小 さく、総重量 1,990.Ogで、一個体の平均

重量は 153.Og、 総個体数は 13個 と少ない。ほとんどが砂岩で、安山岩が少量見 られ、角

礫が多い。ススの付着や赤く変色 したものは見 られない。礫一個体の大きさは小 さく、半

円形に同程度の大きさの礫が並べられ、人為的に組まれているような配置である。土器・

石器等の遺物の絡みはなかった。

SI-3は 総重量 3,880.5gで、一個体の平均重量は 114.lg、 総個体数は 34個である。

半数以上が安山岩で、その他は砂岩で構成 されている。操は小ぶ りで、すべて大きさは同

程度である。ススが付着 しているものも少量見 られる。礫の下の上は周辺よりも黒々とし

てお り、検出時は掘 り込みがあるかと思われたが精査 したところ、掘 り込みとい うよりも

窪みに土がたまっているような状況であつた。遺構は攪乱上を除去 した時点で出土 したた

め、本来は今回の検出面よりも上から遺構があった可能性もある。遺構内からは黒曜石が

1点出土 した。

SI-4は 総重量 86,130.3gで、一個体の平均重量は 151.8g、 総個体数は 238個 であ

る。砂岩が多く、安山岩も多数出上している。大半の傑が割れてお り、また一部にはスス

の付着や赤 く変色 した換も見られる。掘 り込みを有 し、礫は割 と密に入つている。礫の大

きさは大小様々である。掘 り進めていくと土坑の中心、床面から少 し浮いた高さか ら他の

構成礫 よりかなり大きな礫が出土した。遺構内からは土器 1点、チャー ト剥片 2点が出土

した。

SI-5は 最も規模の大きい集石で、総重量 119,142.7g、 一個体の平均重量は 129.3

g、 総個体数は 921個である。割れたものが多 く、安山岩が多い。ススの付着や赤変 した

礫 も少量出土している。 SI-5の 出土 した周辺からは、他箇所よりも礫がかなり多 く出

上 していた。集石の全体像をつかむため、初めにこの礫の過密地帯にサブ トレンチを入れ

てから集石の調査を行つた。 SI-5は 長軸 220cmで 、小林市内で現在までに調査 されて

いる集石の中でも大規模なものである。個体数 も多く、非常に過密に傑が出土したが、掘

り込みの上面にはあまり礫は見られなかった。掘 り込みは 140cm× 135 cmで、検出された

集石遺構の規模 と比較すると小さめである。深 さも約 10 cmと 浅く、中には真っ黒い埋土

が見 られた。遺物は石鏃未製品が確認 されたのみで、他には特筆すべきものはない。
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2 土坑

(第 47日 48図  図版 15)

SC-1、 2、 3は黒色上で検出さ

れた土坑である。 SC-1、 2の埋土

は黄褐色上で、SC-1で は黒曜石の

剥片 1点 と礫 1点が出上している。

SC-2は 円形の土坑で土器・石器

ともに出土している。出土総数は48点

で、土器は妙見式と見られる土器が出

土した。

SC-3も また黒色上で検出し、埋

土は他の上坑と異なり黒色上である。

埋土は周辺の黒色土よりも非常に黒々

としていて、中からは礫が 34点 出土

している。 SX-1と 切 り合ってお り、

埋上の状況からSC-3の 方が時期が

新 しい。

A――

SC-1

SC-2  o         lm

第47図  SC-1,2平 面図及び断面図
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3 不明遺構 (第 48図  図版 15)

SX-1は 前述のとおりSC-3と 切 りあつて出土している円形の遺構である。埋上の

切 り合い状況から、SX-1の 方が先に作られた掘 り込みであることがわかる。検出面は

Ⅶ層面 (黒色土層面)で、埋土はさらに黒々とした黒色上である。直径約 240clllの 不整形

の円形プランで、遺構内東側に 3基のピットを有する。

遺物は 75点 出上しているがほとんどが撰で、礫は総重量 4,295。 lg、 総個体数 72個、平

均重量 59.6gを量る。他には縄文土器が 2点のみ出土し、炭化物も出土している。土器も

小片であるため、特徴は捉えられない。床面出土資料もなく、出土遺物の大部分が礫であ

るため、遺構が何に使用されていたのかは不明である。

第48図  SX-1,SC-3平 面図及び断面図
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第 4節 遺 物 (第 49～ 56図  図版 16～ 18)

遺物は主にⅥ層からⅦ層の上層にわたって出土 している。

205は 前平式上器の口縁部であると思われ、日縁部に貝殻腹縁刺突文が施されている。

206は 口径約 28cmで、口縁部に羽状の沈線文、胴部には貝殻条痕文が見られる。胴部

に直径約 l cmの穿孔があり、外面より穿孔されている。また内面は若千剥離 しているもの

の、朱塗 りされている。

207・ 208は 外面に凹線文、口唇部に連続刺突文が見 られる。 どちらも日縁部はわ

ずかに外傾 し、 207は 日縁端部に近くなると内湾気味となる。 209は 口縁部は外傾 し、

外面に貝殻条痕文が見られる。

210～ 2¬ 3は吉田系の土器である。 210は 楔形突起を有 し、外面には日縁端部に

横位の貝殻腹縁刺突文、それ以下には貝殻条痕文による施文後、縦位の貝殻腹縁刺突文が

施 されている。 口唇部には刻み 目が見られ、器壁は薄 く丁寧に作られている。 211～ 2

131ま底部で、 セヽずれも底部にイま斜位の刻みが見られる。 21 1 ・ 213イま月同部に貝殻条

痕文および縦位の貝殻腹縁刺突文が施 されている。

2可 4～ 216は ほば口縁部が直立 し、器壁が厚い。 214は 日縁端部に二列に渡つて

貝殻腹縁刺突文が連続 して施されている。 215は 外面に横位の貝殻条痕文が見られ、 2

16は貝殻押引文に近い貝殻条痕文である。 217は 口縁上部にはヘラ状工具のようなも

ので斜めに刺突 している。それ以下には横位の貝殻条痕文が明瞭に見られる。 218は 日

縁部がわずかに内湾 してお り、外面には横位の条痕文が見られる。 日縁端部はわずかに波

打ったようにわずかに歪んでいる。

219～ 222は 太い沈線をもつ押型文土器である。 219日 220は 山形押型文上に

太い沈線が描かれている。 219は 口唇部に刺突文、日縁上部に二条の貼 り付け帯が見ら

れ、さらに貼 り付け帯に刻み目が入つている。 220は 日唇部に刺突文、日縁上部に縦位

の短沈線が見 られる。 221・ 222の 残存部は胴部で、双方胴部の屈曲部が残存 してい

る。屈曲部上部には太い沈線が見られ、屈曲部には低い突帯のような帯が見られ、その帯

上には連続刺突文が施 されている。 221の 屈曲部以下は無文である。 222の 屈曲部以

下は残存 していないため、文様の有無は確認できない。

223は 内外面にみみずばれをもつ。 224・ 225は 山形の押型文土器である。 22
4は 口縁部、内外面に見られ、内面は口縁直下のみの施文である。

226は 塞ノ神式土器の古段階と見られる土器である。 口縁部外面に細かな刻み 目、沈

線が見られ、口唇部にも細かい刻みが見られる。

227日 228は 直立する胴部から頸部で強く屈曲し、内湾 して立ち上がる。外面には

横方向に連続刺突文が施されている。 229は他の土器 と違って胎上の色味が異なり、赤々

としている。外面には横方向に連続刺突文が見られる。 230・ 231は 口縁端部のみ強

めに短 く外反 している。 231は 外面に沈線文が見られる。 232は 底部で、下部はつま

み出したような器形である。底部 と胴部には継ぎ目も確認できる。外面には刺突文が施 さ
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れ、底部裏面はミガキによる器面調整がなされている。

233は 鉢の口縁部である。器形は緩やかな二重口縁状である。外面には他方向のハケ

による器面調整が見られる。

2348235の 残存部は底部で、やや上げ底である。 234は 底径 7.6cmで、底部か

らほぼ直立状に立ち上がる。 235は 底径 12cmで、底部から斜め方向に外傾 して立ち上

がる。 236は 深鉢底部で、平底で胴部は直立して立ち上がる。

237～ 258は 石鏃で、V層からⅦ層にわたつて出土 した。黒曜石、チャー ト、頁岩

が使用されている。姫島産と思われる黒曜石も使用 されている。 259は 石鏃未製品で、

石材は黒曜石である。 260・ 261は スクレイパーで、チャー ト製である。石匙は 2点

出土し、262は チャー ト、263は 頁岩が使用されている。 264は垂飾品と思われる、

円形の穿孔をもつ石器である。砂岩が使用されてお り、半分は欠損 している。 265・ 2

66は二次調整剥片、 267は 黒曜石剥片である。 268～ 272は 黒曜石、チャー トの

石核である。 273は 石槍で、Ⅵ層から出土した。石材にはサヌカイ トが使用されている。

274は 安山岩製の打製石斧で、Ⅵ層から出上した。 273と 274は ほぼ同じ地点で出

上し、横並びに置かれたような状態で確認 された。 275も また石斧で、磨製である。調

査区北側の壁際に出上した。

276は 黒曜石石核で、SI-3か ら出土した。 277は 石鏃未製品で、チャー トが使

用されている。

278は SC-2及 び包含層から出土した、妙見式 と思われる土器である。 日縁部はわ

ずかに波状日縁で、文様は縄文を基本 としている。 日縁部 と胴部に瘤状の突起を有するの

が特徴である。また、細い貼付文が口縁部から頸部にかけて横に三段付され、さらに、胴

部の瘤状突起から二つの細い貼付文が下へ向かつて伸びている。 日径は 40cmと 推定され

る。
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第52図 高津佐遺跡包含層出土石器 (2)

-59-



一

蹴

梢

膠

４６２

ｎ
ｄ
胴
脚
ｖ

企
Ｕ

Ｏ
と

肉
脚
Ч一

臓

燦

0  
ててとと」>                    5cm

D                

と VV

◆

伊軽 雪 く ぽ勢 側
0               5cm

高津佐遺跡包含層出土石器 (3)

265

第53図

-60-



鰯

M輌鰯踊咽戟0

ハ
旧
―――
円
円
旧
円
Ｖ

一

271

o               5cm
l―― 十 一

~― 十 ~十
一

~~引

第54図 高津佐遺跡包含層出土石器 (4)

Φ

-61-



0           5cm

(5)第55図  高津佐遺跡包含層出土石器
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第 7章 まとめ

満永原遺跡は縄文時代早期の遺跡である。調査の対象 となったのは牛の睡火山灰層の下

にある黒色土層で、縄文早期の土器群や石器、集石遺構 2基が発見された。黒色土層より

上層は削平され、特に北西側はシラスが見える所まで削平を受けている。畑地造成以前は

おそらく北西側にも縄文早期遺跡が広がっていたであろう。遺跡近隣の住民らの話による

と、この周辺では畑の耕作時に石斧等の遺物が耕作土に混じって出上していたとのことだっ

たので、この地域一帯に遺跡が広がっている可能性が高い。

また、満永原遺跡 と谷を挟んで向かい側には、谷ノ木原遺跡が所在する。谷ノ木原遺跡

2区では満永原遺跡 と同様、縄文時代早期遺跡が確認 された。谷ノ木原 2区では他にも土

坑や縄文時代後期～晩期の遺物も出土している。 さらに、谷ノ木原遺跡でも集石遺構が出

土 し、4基が確認 されたが、木の根の攪乱により残存状態の良くない状態であった。4基

の集石遺構は構成される礫の個体数や礫の特徴、また掘 り込みの有無等に違いが見受けら

れ、あま り共通性は見出せない。また満永原遺跡の集石 2基とお互い比較 しても構成操の

特徴、掘 り込みの有無等に共通性はなく、双方の遺跡間に関連性は見出せなかった。

縄文時代早期出土遺物に着 目すると、満永原遺跡では楔形突起を有する土器群が主体で

あり、わずかに押型文土器が出土するに留まる。一方、谷ノ木原遺跡では楔形突起をもつ

土器は 1点出上したのみで、また様々なバ リエーションの押型文土器、さらに撚糸文や沈

線文のある土器など多種多様な遺物が出土している。これ らの上器の比重に着 目すると、

双方の遺跡間の時期にはずれが生 じ、時期的に谷ノ木原遺跡の方が新 しい時期であると考

えられる。

谷ノ木原遺跡 1区では縄文時代後期～晩期のものと思われる土坑が 3基、古墳時代の住

居跡 1基が出土した。住居跡からは多くの遺物が出土し、器形のおおよその全体像を把握

できたものも数点ある。突帯付きの甕は器形の異なるものが出上している。突帯には布 目

の刻み目が確認 されたが、ヘラ状工具を使用 した刻みと組み合わせて使用 している例もあ

り特徴的である。

高津佐遺跡では縄文時代早期の遺跡が確認された。牛の歴火山灰層より下の黄褐色土層、

黒色土層から遺物は主に出土している。遺構は黄褐色土層上面から集石遺構 1基、黒色土

層面から集石遺構 4基、土坑 3基、不明遺構 1基が出上している。中でもSI-2は 他の

集石遺構 と比較 して換の並びが特徴的である。他の集石の礫の出土状況が疎 ら、あるいは

一カ所に密に集められた様であるのに対 し、 SI-2は 礫数は少ないが組み合わせて弧を

描いて置かれているような配置である。集石遺構 と呼ぶよりは配石遺構 といった方が妥当

かもしれない。5基の集石遺構が出上しているが、礫の出土状況や過密度、掘 り込みの有

無等にはそれぞれに特徴が見られ、共通性はない。

高津佐遺跡の出土遺物の量はそれほど多くないものの、石鏃や石匙、石槍、打製・磨製

石斧、垂飾品など種類は豊富である。石槍 と打製石斧はⅥ層から隣り合わせの状態で並ん

で出土し、また、石槍にはサヌカイ トの使用が認められるなど、当時の他地域 との交流関
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係を明らかにする遺物が出上した。

今回の調査で、以前から埋蔵文化財包蔵地として把握されていた 3遺跡の時代や出土遺

構 。遺物など、新たに遺跡内容の詳細を確認することができた。特に、かねてから高津佐

地区は弥生時代の大集落が形成されていた地として『小林市史 第 1巻』に記されている

が、今回の調査により、この地域において縄文時代早期にさかのばる遺跡を確認すること

ができたことは非常に意義あることである。これらの今回の調査成果が、これからの小林

市の歴史解明に役立てば幸いである。また、今後の発掘調査により、小林市の歴史研究の

材料となる新たな出土資料の増加に期待したい。

【引用参考文献】

秋成雅博・伊東但  『須田木遺跡』 2004 清武町教育委員会

井田 篤 『白ヶ野第 1・ 第4遺跡』 2004 清武町教育委員会

小林市史編さん委員会 『小林市史 第一巻』 1965 小林市

小林市史編さん委員会 『小林市史 第二巻 戦後編』 2000 小林市

甲斐貴充 『内屋敷遺跡』 1999 宮崎県埋蔵文化財センター

甲斐貴充 『山中前遺跡』 2000 宮崎県埋蔵文化財センター

新東晃―  「塞ノ神・平権式土器様式」『縄文土器大観 1』  1989 小学館

戸沢充則 『縄文時代研究事典』 1994 東京堂出版

長友郁子 『水落遺跡』 1992 小林市教育委員会

中村員由美 『小林市遺跡詳細分布調査報告書』 1993 小林市教育委員会

松永幸寿  「宮崎平野部における弥生時代後期中葉～古墳時代中期の上器編年」

『宮崎考古第 17号』 2001 宮崎考古学会

南九州縄文研究会 『九州縄文土器編年の諸問題』 1998 九州縄文研究会

宮崎縄文研究会 『宮崎県内の平棒式・塞ノ神式上器集成』 1998 宮崎縄文研究会
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層位 器種
面
号

口
番

法量 lcm) 色 調整
胎土 備考番掲 口咽 外 面 内面 外 面 内 面

1 Ⅱ層 縄文土器 男同部
月赤褐
Iue5YR5/6

明赤褐
Hue5YR5/6 貝殻条痕文 クヽ

05～ 1511Bの 無色透明の砂粒 を
多 く、柱状 05～ lmの 黒輝の砂
粒を含む

良

2 Ⅱ層 縄文土器 口縁 部
にぶい黄橙
阻ue10YR6/4

にぶい黄橙
Hue10YR6/4 貝殻腹縁刺突文 ナデ

05～ 1.5mの 黒輝 の砂粒 を多 く
05～ 2alalの 白透、 自濁の砂粒 を
含む

良

3 Ⅱ層 縄文土器 口縁部
褐

ＯＹ

黄

ｅｌ

灰

Ｈｕ

にぶい黄橙
Hue10YR7/2 貝殻腹縁刺突文 ナデ

0,1～ 15mの黒輝多 く 01～ 1画

の無色透明わずかに 0.1～ 151E
の灰黄の砂粒含む

良

Ⅱ層 縄文土器 口縁部
にぶい黄褐
Hue10YR4/3

にぶい黄橙
Hue10YR6/3 貝殻腹縁刺突文 ハケ後ナデ

微細～1 5aunの無色透明の砂粒を
多く微細～1.5mIの 黒輝の砂粒を
わずかに含む

良

5 Ⅱ層 縄文土器 口縁部
灰黄褐
Hue10YR4/2

にぶい黄橙
Hue10YR6/4

貝殻腹縁刺突文
楔形突起
貝殻条痕文

ハケ後ナデ
05～ lIIl aの透輝の砂粒多 く06～
lmの灰 白、黒輝の砂粒を合む

良

6 Ⅱ層 縄文上器 口縁部
にぶい褐
Hue7 5YR5/4

月赤褐
tue5YR5/6

貝殻腹縁刺突文
喫形突起
貝殻条痕文

ナ デ

).5～ laulの透輝多 く051mの 灰黄
)5～ 2E alの 褐暗 05～ 15mの黒
聯 粒わずかに含む

良 穿孔有

7 Ⅱ層 縄文土器 口縁部
にぶい黄橙
‖ue10YR7/4

【ぷい黄橙
lue10YR6/4

貝穀腹縁刺突文
喫形突起
貝殻条痕文

ナ デ
0.5～ 211Bの 自透、黒輝 の砂粒 を
含む

良

8 Ⅱ層 縄文土器 胴 部
にぶい赤褐
Hue5YR4/4

にぶい赤褐
Hue5YR4/4

沈線文
貝設条痕文
楔形突起

ケズリ
L5～ 1 5aunの 自透、黒輝 、黒鈍
つ砂粒をわずかに 05～ laullの 無
色透明の砂粒を含む

良

9 Ⅱ層 縄文土器 口縁部
潟

准
天褐
lve7.5YR5/2

にぶい橙
Hue7 5YR6/4

貝殻腹縁刺突文
貝殻押引文
楔形突起

ケズ リ
ケズ リ後ナデ

比1～ 211mの 褐暗の砂粒 をわずか
こ01～ 2mmの灰 自、黒輝、無色
蓋明の砂粒を含む

良

Ⅱ層 縄文土器
口縁 ～

月日部

４。
推

黄褐
田ue2 5Y5/3

にぶい黄褐
mue10YR5/4

貝殻腹縁刺突文
楔形突起文

微細～2dulの 金雲母多 く微細～
1.5EUlの 無色透明わずかにO.5～ 2
血の白透の砂粒を含む

良 金雲母を含む

Ⅱ層 縄 文土器 日縁部
穆

陸
にぶい黄橙
Hue10YR7/4

にぶい黄橙
Hue10YR7/4

文突刺
　
文

縁
起
引

腹
突
押

殻
形
殻

貝
楔

貝
丁寧なナデ

,5～ 2mの無色透明の砂粒 を参
く05～ lDIlの黒輝 の砂粒 を含む

良

E層 縄文土器 日縁都
島灰
Iue10YR5/1

灰褐
Hue7.5YR6/2

貝殻押引文
楔形突起

01～ 1.5BIIの灰黄多 く0_1～ 2硼

の黒輝わずかに O.1～ lШの褐
暗、無色透明の砂粒を含む

良

Ⅱ層 縄文土器 口縁 部
黒褐
Hue10YR3/1

灰黄禍
阻ue10YR4/2

民殻腹縁刺突文
契形突起
先練文

ハケ後ナデ

0,1～ lШの無色透明、 自透のワ
粒をわずかに O.1～ lmの灰 白¢

砂粒を含む
良

Ⅱ層 縄 文土器 日縁都
こぶい黄橙
Iue10YR6/3

にぶい黄褐
Hue10YR5/3

R穀腹縁刺突文
契形突起

ナ デ

01～ 2Шの黒輝多 く 0.1～ lm白
透1～ 5ttunの褐暗砂粒わずかに01
～lmtEE自 秒粒含む

良

I層 縄文土器 口縁 部
Ｐ
定

‐８

准
にぶい黄褐
lue10YR4/3 げ

貢

ｅ２
一火
�

楔形突起 ナ デ

0_1～ 2dulの黒輝 、無色透明の砂
粒を多 く0.1～ lШの灰 自の砂約
をわずかに含む

良

Ⅲ層 縄文土器 口縁部
橙
Huc7.5YR6/6

黄

ｅ２

浅

Ｈｕ

員穀腹縁刺突文
貝殻押引文
楔形突起

ナデ

05～ llEElの 黒輝 の砂粒 をわずか
に 05～ 2dulの 無色透明の砂粒 を
含む

良

17 I層 縄文土器 Л同部
黄

ｅ２

灰

Ｈｕ

にぶい責
Hue2 5Y6/3

貝殻押引文 ナデ
05～ 151sの無色透明の砂粒、 1

～2.5aunの小石をわずかに含む
良

Ⅱ層 縄文土器 胴 部
にぶい橙
Hue7_5YR6/4

天黄褐
he10YR5/2

貝殻押引文
員殻腹縁刺突文

ナ デ

0_1～ 2mlの無色透明の砂粒多 く
01～ lIII lの灰 白わずかに 01～ 1

111の黒輝の砂粒含む
良

Ⅱ層 縄 文土器 男同都
にぶい黄褐
Hue10YR5/3

天黄
lue2.5Y7/2 貝殻押引文 ナデ

01～ 2alの黒輝、無色透明の砂
粒を多く含む

良

肛層 縄文上器 胴部
にぶい責褐
Hue10YR5/4

灰黄褐
Hue10YR5/2

貝殻押擦文
貝殻押引文

ナデ

01～ 211の 黒輝 、黒鈍 の砂粒 を
多 く 01～ 2dulの 灰 自の砂粒 を含
む

良

工層 縄文土器 底 部
Ｘ

免

‐３

腔
にぶい黄橙
IIuc10YR6/4

にぶい黄橙
Hue10VR6/4

刺突文
貝殻条痕文
刻線文

ナデ

01～ 2m透輝多 く 05～ lIIII l自 濁
灰黄 1～ 2a lE褐 明わずかに 01～ 2

wnの黒輝砂粒含む
良

Ⅱ層 縄文土器 底部
にぶい赤褐
Hue5YR5/4

にぶい赤褐
Hue5YR5/4 刻線文 ナデ

05～ 1 5alalの 黒輝 の砂粒 をわず
かに 05～ 1 5Eldの 自透、 自濁の

砂粒を含む
良

Ⅱ層 縄文土器 底部
にぶい赤褐
Hue5YR5/4

黒褐
IIue5YR3/1

貝殻腹縁刺突文
刻線文

ナデ

05～ 1 54ulの 自濁の砂粒わずか
に 05～ 1 5alIの 自透 0.5～ 2ndlの

無色透明の砂粒を含む
良

Ⅱ層 縄支土器 口縁都
にぶい黄褐
Hue10YR5/4

にぶい黄褐
Hue10YR5/4 山形押型文 ナデ

光5～ 2 5auの金色の砂粒 を多 く
注5～2.5wlの 自濁の砂粒 を含む

良 金雲母を多 く含む

圧層 縄 文土器 口縁部
ヽ
定

２６
推

にぶい黄橙
Hue10YR6/4

明黄褐
Hue10YR6/4 山形押型文 ケヽ後ナデ

01～ lntllの金輝 を多 く 1～ 1 5Dul

の自濁 0.5～ l EIの 灰責 lIEalの 褐
暗の砂粒わずかに含む

良 金雲母を含む

第 1表 満永原遺跡包含層出土土器観察表
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第 2表 満永原遺跡包含層出土石器観察表

面
号

図
番 層位 種類 石材

法量 (cm)
重量 (g) 備考

最大長 最大幅 厚 さ

Ⅱ層 石鏃 黒曜石 1.05 1.2 0.2 0。 2

Ⅱ層 石 鏃 黒曜石 1.5 1.6 0,4 0.7

Ⅲ層 石鏃 チャー ト 1.3 1.35 0。 25 0.4

Ⅱ層 石 鏃 黒曜石 1.0 0.9 0.35 0。 1 姫島産

Ⅱ層 石鏃 黒曜石 1.0 1.3 0.2 0.2 姫島産

Ⅱ層 石鏃 チャー ト 2.75 1.8 0。 45 1.8

巨層 石鏃 貢岩 2.4 1.9 0.35 1.0

Ⅱ層 石鏃未製品 黒曜石 2.6 2.4 0.6 3.5

Ⅲ層 石鏃未製品 黒曜石 1.4 1.35 0.2 0.3

Ⅱ層 使用痕剥片 黒曜石 4.3 3.4 1.3 9。 9

Ⅱ層 磨 石 流紋岩 7.2 8.3 5.2 437.4

Ⅱ層 敲石 砂岩 12.4 4.4 4.0 323.1

Ⅱ層 敲 石 流紋岩 10.8 5.6 4.6 385。 1

Ⅱ層 石 皿 安山岩 11.6 15。 3 4.2 1078.6

第 3表 谷ノ木原遺跡 1区 SA-1出土土器観察表

土
区

出
地 器種 残存部

法量 (cm) 色 調整
胎 土 備考

艇 童 | 外 面 内 面 外 面 内 面

1区

SA-1
甕 口縁部

にぶい橙
‖ue7 5YR6/4

明赤褐
Hue5YR5/6

多方向のハケ 多方向のハケ

01～lnUD鱒 明多く01～0.5m
鰤 5～24Wa黄わずかに05～
EH自濁砂粒含む

軟
刻み 目突帯

(布 目十ハケ状工具

1優ξ
SA-1

琵
口縁～

胴部

Hue7 5YR3/J

赤tB

Huc7 5YR3/1

赤褐
ハぢ′

祖いハケ後ナデ

ハケ
ハケ後ナデ

微細～21nの 無色透明、微 /4H～3al

の自濁の砂粒を多く含む
良

刻み 目突帯
(布 目+ハケ状工具

1区

SA-1 甕
日縁～

底部

Ｘ

とた

ワ

准

３

定

■

隆
にぶい赤褐
Hue5YR5/4

にぶい褐
Hue7.5YR5/3

′ヽ ケ
ミガキ後
筈押サエナデ

01～ l ltun褐明わずかに微細の無
色透明011m-lEWlの 黒如 1～ 31111

自透砂粒含む

良 刻み 目突帯 (布 日)

駆
ＳＡ・‐

甕
口縁～
胴部

黒褐
Huc7 5YR3/1

明赤褐
■ue5YR5/8

ハぢ′
ハケ後ナデ

ハケ後ナデ
微細～31mの 無色透明の砂粒多 く
0 5amの 黒輝わずかに05～ 1 5ED

の自濁の砂粒含む
良 刻み 目突帯 (布 目)

嘔
鯛

霊
口縁～

胴部

黒
Hue7 5YR1 7/1

褐

ＹＲ

赤

ｅ５

月

ｌｕ

ハケ
ハケ後ナデ

ハケ
ハケ後ナデ

微細～2mの無色透明の砂粒 を多
く、05～ 51aIEの灰黄の砂粒を含む

艮 刻み 目突帯 (布 日)

躯
ＳＡ・‐

疑 口縁部
暗褐
Hue7 5YR3/3

赤褐
IIじe5YR4/6

ケヽ ナデ

05～ lalnの灰 白、白濁の砂粒を
わずかに05～ lIIIalの 無色透明の

砂粒を含む

良 刻み 目突帯 (布 目)

l区
SA-1

甕 底 部 53
黄褐
Hue2 5Y5/3

明赤褐
Huc5YR5/6

指押サエ

多方向ナデ
指神サエ
ナデ

0 5Dul～ 5Eul灰 自多 く051n～ 2Ш

褐明わずか05～ 24ul無 色透明0〔

～lDulttat砂 粒含む
良 巨部内面に刺突痕

47
1区

SA-1
菱 底 部

８
心荘

５

花

にぶい褐
Huc7 5YR5/3

褐
Hue7 5YR4/3 多方向ハク ナデ

)1～ 0 5mlの 無色透明多く、1～ 5

aalの 褐明、05～ 211tIの 自透の砂

位を含む

良

嘔
胴

甕 底部
式
定

４
牲

＆

推
褐
Hue7_5YR4/3

にぶい赤褐
Hue5YR4/4

ナデ ナ デ

01～ llunの黒輝わずかに微細の無

色透明0,1～ lII mの 褐蜘 5～2mIIの

自透砂粒含む
良

嘔
開

甕
胴下部
～底部

玉
定

‐０

維

５

定

＆

花
明赤褐
Hue5YR5/6

灰黄褐
Hue10YR5/2

ハケ後ナデ ナデ

0 5DIIの 黒輝わずかに、微細～15
mmの 無色透明、05～ 2 5atalの 自

濁の砂粒 を含む
良

駆
鰤

と霊 口縁部
玉
定

２２
雄

明赤褐
Hue5YR5/6

明赤褐
IIue5YR5/6

ハ ケ
キガ

デ
ミ

ナ

05～ 2 0EInの 褐明、自濁、05～
lI Ilの無色透明わずかに05～ 2卿

の灰 自の砂粒含む
艮 刻み 目突帯

1区

SA-1
壺 口縁部

橙
Hue7 5YR6/6

隆

ＩＩｕ

ミガキ
ハケ

ケヽ

01～ lutl lの 無色透明多 く1～2Hm

の褐明黒鈍わずかに 01～ lEulの

灰 自の砂粒含む
良
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目

番

土
区

出
地 器種 残存部

法量 (cm) 色 調整
胎土 備考

口個 巨留 外面 内 面 外面 内 面

1区
SA-1

壷 肩 部
登
Iue7 5YR7/6

橙
Huc7 5YR6/6

ハケ後ナデ
ー都 ミガキ

ハケ後ナデ
05～ 0 2almの 自透、灰自の砂粒を
わず力ヽ こ含む

良

躯
ＳＡ・‐

高 杯 脚 部
登

Ｉｕ

明赤褐
Hue2 5YR5/6 ミガキ ナ デ

05～ 1 5EIの 黒輝、黒鈍の砂粒 を
わずかに、05～ 15Шの白濁の砂
粒を含む

良

嘔
曲

高杯 脚部
橙
Hue7 5YR6/6

橙
田ue7 5YR6/6

ケ
ガキ

05～ lI EIの 黒輝の砂粒わずかに
0.5～ lIIIIの 無色透明05～ ll mの灰
白砂粒含む

良

嘔
湘

高杯
口縁～

脚部

消
定

‐８
隆

工

定 11_4
橙
Hue7 5YR7/6

橙
Hue7_5YR6/6

ハ ケ後 ミガキ ハケ後 ミガキ

01～ lDulの 黒鈍の砂粒をわずか
に、01～ lmの褐明、白透の砂泣
を含む

良

嘔
ＳＡ・‐

高杯 杯部
消
定

２３
推

橙
Hue7 5YR6/6

橙

Ｈｕ

指押け工後ハク
後 ミガキ

ミガキ
05～ 21111の 無色透明1～ 31w l灰 黄
多く05～ 24ul黒 鈍 05～ lmll白 濁
砂粒わずかに含む

良 勺面摩滅

1区
SA-1 高杯 裾 部

橙
Hue5YR6/8

登
Iue7 5YR6/6

ハケ後丁寧なナラ
ー部ミガキ

ノヽ巧オ1監

"―増語ミノチキ
隊細～ lIIElの無色透明の砂粒 をわ
ずかに含む

艮

1区
SA-1 深 鉢 口縁部

明赤褐
Hue5YR5/6

登
tue7 5YR6/6

ハケ後ナデ
凹線文

ハケ後ナデ

0 5BIの 黒輝の砂粒 をわずかに、
微細～lIIの無色透明の砂粒を全
む

艮

口縁外商幅3側程度粘」
を貼りつけ、噸 を用
文

嘔
ＳＡ・‐

精製鉢 頸 部
黒褐
Hue10YR3/1

黒褐
Hue2 5Y3/1

ミガキ ミガキ
01処の透輝、無色透明の砂粒を
多く0 1111alの 灰 自の砂粒をわずか
に含む

良 黒色磨研土器

60 躯
開

製
鉢

精
浅

口縁部
丈
定

お
推 阿ue5Y2/1

黒
Hue7 5Y2/1

ミガ キ後ナデ
指押サエ
ハケ後ナデ

05～lm無魯務明多く 1～ 3DEIM
暗 05～ la l灰 黄わずか 05～ lШ

黒輝黒鈍砂粒含む
良 黒色磨研土器

面
号

図
番 出土地区 種類 石材

法量 (cm)
重量 (g) 備考

最大長 最大幅 厚 さ

1区SA-1 石 鏃 黒曜石 2.0 1.5 0.6 1.3

1区SA-1 石 鏃 黒曜石 2.5 1.6 0.3 0.9

1区SA-1 垂飾 砂 岩 1.7 1.2 0.3 1.0 穿孔有

l ttSA-1 石 斧 砂岩 5。 85 4.95 1.95 79.2 刃部

1優ESA-1 石斧 砂 岩 10.4 5.ユ 146.2 刃部

l EISA-1 石 皿 砂岩 20,0 20.8 9。 4 4200.0

l EISA-1 台皿 安山岩 30.6 32.9 6.9 10750.0

第 4表 谷ノ木原遺跡 1区 SA-1出土石器観察表

第 5表 谷ノ木原遺跡 司区SC-1出土土器観察表

第 6表 谷ノ木原遺跡 1区 SC-2出土土器観察表

層 位 器 種 残存部
法量 (cm) 色 調整

胎土 備 考肇弓 口徊 底 径 外 面 内 面 外 面 内 面

躯
ＳＣ・‐

縄文土器 口縁部
Ｘ

定

ち

七

灰黄
Hue2 5Y6/2

黄灰
Hue2.5Y4/1

黄褐
Hue2 5Y5/3
黒
Hue2 5Y2/1

指押サエ後
ヨコハケ後ナデ

ハケ後ナデ
微細～lmttO無色透明の砂粒を多
く05～2 5mnC白 濁の砂粒 を含む

良
外面スス付着
穿孔有 り

目面 土
区

出
地 器 種 残存部

法量 (cm) 色 調整
胎 土 備考路弓

口径 謡高 1底宿 外 面 内 面 外面 内 面

1区

SC-2 縄 文土器 口縁都
無
定

４３
推

にぶい黄橙
Hue10YR7/4

浅黄
Hue2 5YR7/3

ハ ケ
ハケ
帥 エ

05～3amp白 濁多く05～ 211nの 烈
色透明わずかに 05～ 2 5tallの融
の砂粒を含む

良

70 嘔
ＳＣ・２

縄文土器
口縁～

胴部
・

‐

定

増

在
Hue7 5YR3/1

橙
Hue7 5YR6/6

にぶい褐
Hue7 5YR5/4

ハケ後丁寧なナデ
粗しソ ケヽ

ハケ後ナデ

05～ 21talの 自濁、微 411H～ 1_5aul諺

無色透明多く05～ lmの黒輝、権
明の砂粒を含む

良
糊土帯の継 ぎ目有
(4ヵ 所確認 )

躯
ＳＣ・２

縄文土器
口縁～
胴部

Ｉ

と
κ

巧

在
Hue5Y2/1

にぶい黄
:lue5Y2/1

にぶい黄
T寧なミガキ

丁事なミガキ
ケズリ後ナデ

05～ 1 5alの 自濁の砂粒、微細～
lmmp無 色透明の砂粒を含む

良

黒色磨研土器
頸部外面に浅い沈廟

有 (1本～2本)
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土

区

出
地 器種 残存部

法量 Cm) 色 調整
胎土 備考

臣号 ヨ督 器稿 と個 外面 肉 面 外面 内面

嘔
田

縄文土器 底部
橙
Hue7_5YR7/6

褐灰
Hue7 5YR5/1

ハ ケ ナデ

05～2mの灰白の砂位を多く0.5～

21Ea10黒 輝、黒鈍、05～ lalalの 自透
をわず力寸こ含む

良

第 7表 谷ノ木原遺跡 可区SC-3出土土器観察表

第 8表 谷ノ木原遺跡 1区包含層出土土器観察表

第 9表 谷ノ木原遺跡 1区包含層出土石器観察表

第10表 谷ノ木原遺跡 2区包含層出土土器観察表

土

区

出
地 器種 残存部

法量 (cm) 色 調整
胎土 備考

口個 外 面 肉 面 外 面 内 面

1区 縄文土器 底 部
０

るた

０

確
にぶい黄橙
Hue10YR6/3

褐

ｅ２

黒

舶
ケヽ後 ナデ ハケ後ナデ

微IIE～ 211の 自濁多く0 5mlの 雫頻
わず力ヽ こ微細～15mの無色透明¢

砂粧を合む
良 平底

図面
番号

44+軸瞑 層位 種類 石材
法量 (cm)

重量 (g) 備考
最大長 最大幅 厚 さ

l区 Ⅱ層 石鏃 黒曜石 1.2 1.3 0.2 0.2

lりこ I層 石 鏃 チャー ト 3.4 2.1 0,95 6.0

1区 Ⅱ層 石 核 黒曜石 1.95 1.4 0.95 2.0

1区 Ⅱ層 石核 黒曜石 1.65 1.9 1.0 2.5

1区 工層 石核 黒曜石 1.45 2.5 1.23 3.0

1区 Ⅱ層 磨 石 砂 岩 120.0 10.3 5。 7 1095.3

1区 Ⅱ層 敲石 砂 岩 14.2 5.5 2.9 444.8

土

区

と

し 層 位 器種
法量 (cm) 色 調 整

胎土 暁ぼ 備考
口
巧 ヨ個 協書 騒径 外 面 内 面 外 面 肉 面

2Eこ
ク

ン

カ
ラ 電文土君 ヨ縁ヨ

オ リープ黒
Hue5V3/1

にぶい黄褐
Hue10YR5/4

貝殻腹縁刺突)
員殻条痕文

ケズヅ
微細～1 5 1ulの 自濁の砂粒を多く、微細～

lEIの 無色透明の砂粒をわず力ヽ こ含む
良

2区 Ⅵ 層 電文土号 コ縁剤
にぶい黄橙
Hue10YR6/3

にぶい黄橙
Hue10YR7/4

沈線文
貝殻条痕文

ハケ後ナデ
た1～ 2EIEl白 透01～ laul黒輝多 く01～ 211

つ灰黄、褐明、褐暗の砂粧わず力ヽ こ含む
良

2区
ク

ン

カ

ラ 電文土君 コ縁剖
こぶい黄橙
lue10YR6/3

にぶい黄橙
Rue10YR7/4

員殻 条痕文 ケズリ
0.1～ 2oulの 黒輝、01～ 1 5Hmの 無色透明
の砂粒 を多く、01～ 21mの砂粒 を含む 軟

2区
ク

ン

カ

ラ 亀文土琴 底部
策

定

‐３

隆
月黄褐
lue10YR7/6

月黄褐
Iue10YR7/6

貝殻条痕文 ケズリ
05～ 3allaの 自濁、灰黄の砂粒を多 く、05
～211 Elの 黒輝、黒鈍の砂粒 をわずかに含
む

良

2区 Ⅵ層 蠅文土器 日縁部
又黄褐
lue10YR4/2

黄

お
倣
‐ｕｅ２

沈線文 ナ デ

01～ lltu lの 灰黄の砂粒 をわずかに、01
～2Htalの 黒輝、無色透明の砂粒、小石 を

含む

曽
軟

2区 Ⅵ層 鶴文土暑 口縁部
ズオリープ
lueSV6/2

にぶい黄
Huo2 5Y6/3 雄ガ

ナ デ

1～ 611J l灰 自05～ 2111n黒輝黒鈍 0,lEu lの 金、

透輝多く 05～ 2mmtB明 褐暗砂粒わずか合

む

良 金雲母を含む

2区 Ⅵ層 電文土離 口縁4
褐

ｅ２

黄

Ｈｕ

灰

ｅ２

黄

Ｈｕ 5Y4/1
燃糸文 ナデ

05～ 1 511ulの 黒輝砂粒 3～ 5Hunの 小石わず
力ヽこ微細～ll nの無色透明の砂粒を含む

艮

2区
VI・

V層 電文土】 口縁樹
Ｘ

とた

にぶい黄橙
Hue10VR7/3

灰黄褐
Hue10YR5/2

貝殻押引文 ナデ
01～ 3Elの黒輝 、無色透明の砂粒 を多

く、01～ 2111の 灰黄の砂粒、小石を含む
良

2区 V層 魁文土思 口縁引
浅黄
Hue2 5YR7/4 欺

舷
山形押型文 ハケ後ナデ

05～ 2Hunの 自透の砂粒をわずかに05～ 2

du lの 灰 自、黒輝の砂粒を含む
良

2区 Ⅳ 層 電文土君 ヨ縁剖
浅黄
Hue2 5YR7/3

浅黄
Hue2 5YR7/3

山形押型文 短沈線 05～ 2DLの 自濁、黒輝の砂粒を含む 良 内面一部剥離

2区 Ⅵ層 蠅文 土霧 日縁Ч
にぶい黄褐
Hue10YR5/4

にぶい黄褐
Hue10YR5/4

山形押型文 短沈線
微細～1 51Elの無色透明の砂粒を多く、柱
状05～ 1 511ulの 黒輝の砂粒を含む

良
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面
号

図
番

出 土
層位 器種 碗存日

法量 (cm) 色 調整
胎土 備考地 区

巨宿 外 面 肉 面 外 面 内 面

92 2区 Ⅵ 層 亀文土瑠 ヨ縁翻
にぶい黄橙
Hue10YR6/4

にぶい黄橙
Hue10YR7/3 文型

文
押

線
形

沈
山 押型文

01～ IIIunの 褐明砂粒わずかに 01～2mの 黒
輝、無色透明 01～ 51nの灰 自の砂粒含む

良

2区 Ⅵ層 亀文土君 口縁割
Hue2 5V6/4
にぶい橙

橙
Huc7 5YR7/6 山形押型文

短沈線
山形押型文

05～ 2mIの 無色透明多 く、15～ 4Dulの 岩片
わずかに柱状 05～211Hの黒輝の砂粒を含む

良

2区 Ⅵ層 鷺文鍔 胴 部
にぶい黄橙
Hue10VR7/4

にぶい黄橙
Hue10YR7/2 山形押型文 ハケ後ナデ

)1～ 5mm黒輝01～ 2mm無色透明多く01～ 1

販 黄 01～ 21 El褐暗の砂粒、小石含む
良

2区 Ⅵ 層 電文土基 底部
にボい黄褐
Hue10YR5/3

にぶい黄橙
Hue10YR7/4 山形押型文 ナ デ

微IfH～2 5DJ4の 自濁砂粒多く2～ 511の岩片
わずかに柱状の05～2mlの黒輝の砂粒含む 良

底部に圧痕あるいは
押型

96 2[こ Ⅵ 層 亀文土群 口縁召
褐灰
Hue7 5YR4/1

褐
旧ue7 5YR4/3 精 円押型文

ハケ後ナデ
ー部 ミガキ

た5～ 2mmの灰 自の砂粒をわずかに、05～ 3

皿の自濁、05～ 21Emの 黒輝の砂粒を含む
良

2優こ V層 亀文土零 口縁苗
にぶい褐
Hue7.5YR5/4

こぶい黄橙
tue10YR6/3 精円押型文

短沈線
精円押型文

放細～lmm黒輝多く微細～211」 Dの 褐明わずか
こ微細～lmの灰黄、無色透明砂粒含む

良

2Eこ Ⅵ層 隠文土基 口縁凱
にぶい責
Hue2 5Y6/4

にぶい黄
Hue2.5Y6/4 ガ 楕円押型文

〕1～3mの 自濁、01～ 21tの黒輝の砂粒を
多く、05～ lmの灰黄の砂粒を含む

良

2優互 Ⅵ層 亀文土号 口縁剖
天黄褐
lue10YR4/2

褐

ＯＹ

黄

ｅｌ

灰
Ｈｕ

FRE円概 短沈繰
楕円押型文

01～2amの無色透明多く01～ llunの褐明の
砂粒わずかに 01～ 1 5mmの灰黄の砂粒含む

良

100 2区 V層 ヨ縁日
暗灰黄
‐Iue2 5Y4/2

黒褐
Hue2 5Y3/2 春子 目 春子 目

01～ 2ntの無色透明多く0.1～ lШの褐甥わ
ずかに 01～2mmの灰 自の砂粒を含む

良

2区 Ⅵ層 亀文土瑠 底 部
にぶい黄橙
‖ue10YR6/3

にぶい黄橙
Hue10YR7/4 春子 目 ナデ

)5～2mの 自透01～ 2amの灰黄の砂粒多く
)5～ llltの 黒輝の砂粒をわずかに含む 良

2区 Ⅵ層 電文土君
にぶい黄橙
Hue10YR6/4

浅黄
Hue2 5Y7/3 lg子 目 ハ イ″

05～ 311E黒輝黒鈍 0,1～ lmal無色透明多 1～
15m自 濁 1～4m灰黄 05～ 21at砂粒わずか

良

2優こ Ⅵ 層 電文土暑
ヨ縁ヽ

胴部
お
定

３２
推

褐

ｅｌ
褐

ｅ７

皆
ｌｕ
刀
ｈ

灰黄褐
Hue10YR4/2

ハケ後ナデ
沈線文

ハケ後ナデ
05～2mの 無色透明の砂粒多く05～ lI Elの

需輝をわず力ヽ こ含む
転
軟

口唇部に浅い刻み有。
顕部に穿孔有。

104 2区 Ⅵ層 健文 土斜 胴部
にぶい褐
Hue7.5YR5/4

にぶい黄褐
Hue10YR5/4

ケズリ
ナデ
沈線文

ナ デ
05～ 211の 自濁、05～25Ш の白濁、05
～2 5mlの灰黄の砂粒を含む

良

2区 V層 隠文土帯 口縁町
登
Iue7 5YR6/6

灰
Hue5Y4/1

ナデ
貝霧勝蒻騨 BЬ
沈線文

粗いハ ケ 0_5～ lduHの 黒輝 、無色透明の砂粒を含む 良

2優こ V層 電文掛 口縁吉
浅黄橙
Hue10YR3/“

にぶい黄
Hue2 5Y6/4

鰤 1文

デ
ナ デ

05～ 2EIElの 自濁、05～ 2 5matの無色透明の

砂粒を多く含む
軟

2区 V層 電文土番 日縁剖
淡黄
Hue2 5YR8/4

淡黄
Hue2 5YR8/4

貝隷勝蒻騨引】
ナデ

ハ ケ
05～ 211の無色透明わずかに 05～2111の 亡
濁、灰黄 05～ 1 5mm黒輝黒鈍砂粒を含む

良

2区 V層 電文土署 頸 部
にぶい黄橙
Hue10YR7/4

にぶい黄橙
Huc10YR7/4

ハケ後ナデ
刻線文

ハケ後ナデ
05～ lmmの 自濁、微細～lDu lの 黒輝、05～
lmalの 砂粒をわずかに含む

良

2区 Ⅵ層 電文 土君 頸 部
褐

ＹＲ

赤

ｅ５

明

Ｈｕ

匿
lue7 5YR6/6

ハケ後ナデ
沈線文

ナ デ
lII m前 後の黒輝の砂粒をわずかに lmm前 後¢
無色透明の砂粒を含む

良

2区 Ⅵ層 電文土撃 頸 部
橙

Ｈｕ

にぶい褐
Hue7 5YR5/4 沈線文 ナ デ

た5～ 2 Emの 無色透明多く05～ lmの灰黄 1

Шの黒鈍 05～ 21d Iの 褐暗砂粒わず力ヽ こ含む
良

2区 V層 電文 土黙 頸 部
にぶい黄桂
Hue10YR7/3

こぶい黄橙
lue10YR7/4 沈線文 祖いハク

)1～ ltudlの 自濁 01～ lDuIの 黒鈍、微細
皿の無色透明の砂粒を含む

良

2区
ク

ン

カ

ラ 隠文土郎 頸 部
月黄褐
tuo2 5Y6/6

明黄褐
Hue2 5V6/6

帯突
文
文

付
突
線

貼
刺
沈

デ

ズ

ナ

ケ

05～ 21E自 濁多く05～ lldal黒輝微細～ l dIE

金雲母わずか微細～2BIn無色透明砂粒含む
良

2区 Ⅵ層 電文 土掛 口縁 部
こぶい黄橙
Iue10YR7/4

にぶい黄橙
llue10YR7/4 沈線文 ハケ後ナデ

微細～21e dの黒輝、微細～ lD Elの 無色透明の

砂粒をわずかに含む
良 口唇部に連続刺突有

2区 V層 電文±3 ヨ縁剤
浅黄
Hue2 5YR7/3

浅黄
IIue2 5VR7/3

文
文

線
糸

尤
然 ナデ

05～ 1 5 malの無色透明多く 05～ IImの 自
濁 05～ 1 5Hulの 黒鈍の砂粒を多く含む

良 摩 滅

2区 V層 電文土瑞 胴 部
灰黄
1luo2 5Y6/2

唇灰黄
tue2 5Y5/2 然糸文 ケズリ

1～ 2mm金雲母多 く微細無色透切わずかに
1～ 3aJu灰 自 01～ llt黒輝砂粒含む

良 金雲母 を含む

2優こ
ク

ン

カ
ラ 電文土撃 ヨκ歿部 にぶい黄

Hue2 5Y6/3
暗灰黄
Hue2 5Y5/2

撚糸文
沈繰文

ナデ
ケズリ

微細の黒輝の砂粒をわずかに、01～ 2n dの

無色透明、金雲母を含む
良

117 2区
ク

ン

カ

ラ lll支 土黙 胴 部
にぶい黄橙
Hue10YR6/4

黒褐
Hue10YR3/1 撚 糸文 ナ デ

01～ 2的の自濁、01～ ld lの灰 白、無色透
明の砂粒、金雲母を含む

良 金雲母を含む

2区 V層 健文土基 胴 部
浅黄
Hue2 5V7/“

にぶい黄
Hue2 5Y6/4

沈線 文
撚糸文

粗いハク
柱状 05～2mIの黒輝、05～2mdの無色透明
の砂粒を多く含む

良

2区 V層 蠅文土碁 胴 部

にふい東種
打ue10YR7/4
掲灰

にぶい黄橙
Hue10YR6/4

ナデ
沈線文
燃糸文

粗いハケ後
ナデ

05～ 2mmの 自濁、柱状 05～2mの黒輝の砂
粒を含む

良

2区 V層 電文±3 胴 部
にぶい黄橙
Hue10YR7/3

灰黄褐
lue10YR6/2

文
文

糸
線

撚
沈 ナデ

)1～ la lの褐明の砂粒をわずかに、01～ 1

14の 黒輝 01～ 21 alの 無色透明の砂粒を含む
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面

号
ul土

層位 器種 稔存苗
法量 (cn) 色 調整

胎土 備考
HL区 ヨ召 喜召 外面 内 面 外面 内 面

2区 Ⅵ層 亀文■l 胴部
こぶい橙
Iue7_5YR6/4

嗜灰黄
lue2 5Y5/2

撚糸 文
指ナデ

指押サエ
)1～ Imaの 黒輝 lnl aの 褐暗わずかに 01～
DEの 灰黄 01mの無色透明の砂粒を含む

良

2区 V層 亀文上番 口縁剖
天黄
lue2 5Y6/2

にぶい黄
Hue2 5Y6/3

刺突列点文
沈線文

ハケ
ナデ

01～ 3Du黒輝多く01～ lm灰黄砂粒わずか

に 01～ lmmの 無色透明砂粒、金雲母含む
良

2区 V層 亀文土著 口縁笥

登

ｌｕ

橙
Hue5YR6/6

刺突列点文
沈線文

ハケ後ナデ
05～ 1 5Hulの 黒源の砂粒をわずかに、03
～1 5tuatの 自透、自濁の砂粒を含む

良

2区 V層 亀文鍔 口わ文笥
にぶい黄橙
Hue10YR7/4

にぶい貢
Hue2 5Y6/3

沈線文
押圧痕

ケ
デ

ハ
ナ

01～ lE Elの 黒輝 、無色透明多く01～ 21dI

の褐明わずかに 01～ lmalの 灰黄砂粒含む
良

2区
I。

■層
盈文土暑 日縁封

コ
定

３４
推

オ リープ黒
mue5Y3/1

お
褐
ｏｖ

貢

ｅ２
黄

ｅｌ

浅
ｌｕ
灰
Ｉｔｌ

粗いハケ ヨコハケ
05～ 51111の 白濁の砂粒をわずかに微細～ 1

maの 黒輝、無色透明の砂粒を含む
良

2区
I・

Ⅱ層
電文土暑 口縁訂

天黄褐
lue10YR4/2

にぶい黄橙
Hue10YR6/4 徳鵬

無

01～ 0 5mm黒輝黒鈍 05～ 2mtd無色透甥多 0

5～ 1 5mm自 濁 1～3m黒灰 lmm4B暗わずか 0

5～3Ш灰黄含
良

2区
Ⅱ・
Ⅳ ・

V層
亀文鍔

ヨ縁～

胴部

Ｘ

走 岳]許静3 軍含鍬 貝再筋日ミ文 貝殻条痕文
微細～24unの 無色透明の砂粒を多く柱状 05
～lmmの 黒輝の砂粒をわずかに含む

良
円筒土器
穿孔有

2区 Ⅱ層 電文上署
日縁 ヘ

胴 部

悧

定
灰褐
Hue7 5YR4/2

こボい黄褐
lue10YR5/3

クヽ後ミガキ ケヽ後 ミガキ
01～ 311mの褐明の砂粒をわずかに、01～ 2

EUH自 濁、01～ 2mmの無色透明の砂粒を含む
良

129 2区 工層 電文土弓 口縁罰
灰褐
Hue7 5YR4/2

兎黄褐
tuc10YR4/2

ケヽ後 ミガキ ハ ケ後 ミガキ
01～ 0 5all無 色透明多く1～ 511t褐明砂粒わ
ずか01～ 2m白濁01～ lmE黒輝砂粒含む 艮

130 2区
V・ V
層

日縁 ^
胴 部

消

定

熔

七
にぶい黄
Hue2 5Y6/3

こぶい黄
Iue2.5Y6/3

ヨヨハケ後ナデ ヨコハケ後ナデ
え5～ 1 5amの 自濁、05～ 15mの無色透明、
放細～3 waの金雲母の砂粒を含む

良 金雲母を含む

2区 I層 電文土誘 ヨ縁樹
にぶい赤褐
Hue5YR4/4

こぶい褐
lue7 5YR5/4

ミガキ ミガキ
元1～ 2Dn無色透明 1～3硼灰黄灰白多く 0

m褐明 05～ launの 黒鈍砂粒わず力ヽ こ合む
艮

2区 Ⅱ層 電文土善
ヨ縁ヘ

頚部
灰
Hue5Y4/1

天自
Iue5Y7/1

ミガキ ミガキ 敷細～21talの 無色透明の砂粒をわず力■こ、O

;～ 2Шの灰黄の砂粒を含む
良 黒色磨研土器

2区 Ⅱ層 亀文土基 回縁剖
黄灰
Hue2 5Y6/1

黄灰
出ue2 5Y5/1 ミガキ

ナデ
ミガキ

01～lmの無色透明多く01～ 05血の自濁、
黒輝わずかに 01～ la dの 灰黄砂粒含む

良

2区 Ⅱ層 蠅文土群 口縁割
浅黄
Hue2 5Y7/3

浅貢
Hue2.5Y7/3

ミガキ ミガキ
01～ lmalの 白透、自濁の砂粒を多く、01
～0 5EUlの 黒揮の砂粒をわず力Чこ含む

良

2区 Ⅱ層 蠅文土群 口縁司
にぶい黄
Ⅲue2 5Y6/4

にぶい黄
Hue2 5Y6/4

ハケ後ナデ ハケ後ナデ
05～ lDnの 黒輝、無色透明の砂粒をわずカ

に 05～ llndlの 灰自の砂粒を含む
艮

2区 Ⅱ層 縄文土器 胴 部
にぶい黄褐
nue10YR5/4

褐灰
Hue10YR4/1

ミガキ
アヽをオ
ハケ後 ミガキ

ミガキ
ハケ
ハケ後 ミガキ

05～ llamの無色透明の砂粒をわずかに 0:
～2aunの 白濁 05～ lwaの 黒輝の砂粒を含む

良

2区 Ⅱ層 隠文土斜 頸 部
え色
tue5Y4/1

天色
Iue5Y4/1

ミガキ ミガキ
05～ 2mdの 黒鈍の砂粒をわずかに05～ 2m
の白濁、褐明、褐暗の砂粒を含む

良

138 2区 Ⅱ層 隠文土基 コ縁訂
にぶい褐
Hue7 5YR5/4

にぶい褐
Hue7.5YR5/4

ミガキ ミガキ
01～ lEIIの 自濁、01～ 0 5mEの 無色透明¢

砂粒をわずかに含む
良

139 2区
ク

ン

カ

ラ 健文土岳 ”
部

頸
胴

黄

ｅ２

浅

Ｈｕ

黒掲
Hue2 5Y3/1

ケヽ後ナデ ハ ケ後ナデ
05～ 21uIの 自濁の砂粒わずかに柱状05～ 2

1uIの 黒輝05～ 2ndの無色透明の砂粒含む 良 粘 土帯継 ざ 目有

2区 Ⅱ層 電文土零
コ縁～

月同部
】
定

３５
推

にぶい黄
1lue2 5V6/4

にぶい黄

要廉1,16/4

ケヽ後 ミガキ ケヽ後 ミガキ
微細～1 5nlの 無色透明の砂粒を多く05～
lmの 自濁の砂粒を含む

艮 粘土帯継ぎ目有

2区 Ⅱ層 電文土君 頸部
術あ5Y72

hl命 N2/

誌筋5Y7/3
黒

丁寧 な ミガキ 丁寧な ミガキ
05～ 2ndlの 灰黄、微細～2D」 の無色透明の

砂粒を含む
良

磨研土器
内外面ともスス付着

2区 I層 電文土寄
頸～

胴都

黒

‐Ｉｕ

黒
HueN2/

ミガキ ミガキ
D5～ 311tの灰黄の砂粒を多く 05～ 2EIの 自
筒、微細～lddの 無色透明の砂粒を含む

良
黒色磨研土器

肩部にややスス付着

2区 I層 亀文上昇 底 都

６

定

５

准

にぶい黄桂
Hue10YR″ /4

にぶい☆橙
Hue10YR7/4

ミガキ
ミガキ
'ヽケ

D5～ 1511の 白濁、05～ 21 olの黒輝、05
～lmの無色透明の砂粒をわずかに含む

良

2区 Ⅵ 層 盤文土撃 底 部
６

と疋

儀

准
にぶい黄褐
Hue10YR5/3

にぶい褐
Hue7 5YR5/4

ミガキ ナデ
壮5～ 1 5mmの 黒輝05～ 111の 無色透明の砂
笠わずかに05～ 21ulの 自濁の砂粒を含む

良 勺面一部剥離

2区 I層 電文土乳 底部
「
とた

Ｈ
推

明赤禍
Huc10YR6/6

褐灰
H」 e10YR4/1

＼ケ後ナデ ナ デ
微細～1 5ndの 無色透明、05～ 2m4の褐明、

微細～2alの 褐暗の砂粒を含む
良

2区
カク
ラン 盤文土科 底部 132 明黄褐

‖ue10YR7/6
黄

ｅ２

浅

Ｈｕ
指押サエ後ナラ

階押サエ後
ナデ

1～ 2Dld自 濁 01～ 0 51ua褐明わずか 05´

Ba灰黄灰自 05～ 14H無 色透明の砂粒含む
良

2区 V層 電文土岩 底 部
８
定

ａ
推

にぶい褐
Ituc7 5YR5/4

褐
Hue7 5YR4/4

ケ
デ

ハ
ナ

ハケ
ナデ

た6～ lDmの黒輝、05～ 211の黒鈍 05～ 1

04の 無色透明の砂粒を含む
長

2区 Ⅱ層 蠅文土】 ヨ縁旨
黒
‐ｌｕ

黒褐
Hue2 5Y3/1

＼ケ
ヘケ
ミガキ

た5～ 2剛の自濁の砂徹を多く、微細か ら 1

olの 無色透明の砂粒を含む
良 貼付 文

2区
ク

ン

カ

ラ
一更 顎苗

`

明褐
‖ue7 5YR5/6

褐

ｅＳ

赤

ｌｔｕ
イヽオ 風化により不ワ

05～ 2dltの 灰黄、微細～lmの 無色透明の

砂粒を多く05～ 2D Dの 白透の砂粒を含む
良 貼付刻 目突帯
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第11表 谷ノ木原遺跡 2区 SC-5出土土器観察表
土
区

出
地 器種 残存部

法量Cm) 色 調整
胎土 備考

口個 呂魯 底径 外 面 肉 面 外 面 肉 面

150
2区
SC-5 縄文土器 口縁部

251
推定

黒
Hue2.5Y2/1

黒
Hue2 5Y2/J

丁寧な ミガキ 丁寧な ミガキ
嵌細の無色透明の砂粒をわずかに

釘む
良 黒色磨研土器

第12表 谷ノ木原遺跡 2区包含層出土石器観察表

図面
番号

出鋤 区 W 種類 石材
法量 (cm)

重量 (g) 備考
最大長 最大幅 厚 さ

2区 Xw 石鏃 黒曜石 1.8 0.9 0.2 0.1

2極こ Yw 石鏃 黒曜石 1.15 0。 48 0.4

2区 Yw 石鏃 黒曜石 1.15 1.35 0.35 0。 3

2区 Yw 石鏃 黒曜石 0。 3

2区 Yw 石鏃 黒曜石 1.6 0.34 0.6

2区 Vw 石 鏃 貢岩 2.15 0.25 0。 9

2区 Xw 石 鏃 黒曜石 1.7 0.9

2区 Yw 石 鏃 黒曜石 1.4 0.4 0.5

2区 Xw 石 鏃 黒曜石 2.05 1.4 0.55 1.0

2区 Xw 石鏃 チャー ト 0。 95 5。 2

2区 Ww 石鏃 チャー ト 1.75 1.35 0。 25 0.4

2区 Vw 石鏃 黒曜石 1.7 2.05 0.45 1.0

2区 Xw 石 鏃 チャー ト 2.9 1.9 0.5

2区 Xw 石 鏃 頁岩 1.4 0.4 0.5

2区 Xw 石鏃 黒曜石 1.4 1.25 0。 4

166 2区 Yw 石鏃 黒曜石 0.4 0.9

167 2じこ Yw 石鏃 チャー ト 2.25 1.9 脚欠損

168 2優【 Xw 石鏃 チャー ト 1.75 0.45 0。 8

169 2区 Ww 石 鏃 チャー ト 2.5 1。 9

2区 Yw 石鏃 チャー ト 2.25 2.10 0.47 1.4

2優至 Xw 石鏃 チャー ト 2.25 1.85 0.55

2区 Yw 石鏃 チャー ト 2.35

173 2区 Tw 石鏃 黒曜石 1.80 1.65 0。 7 脚欠損

2区 Xw 石 鏃 チャー ト 1.65 0.35

175 2区 Uw 石 鏃 貢岩 1.75 0.45 0.6

2区 Uw 石 鏃 黒曜石 2.05 1.45 0.9

2区 Tw 石 鏃 黒曜石 1.35 0。 45 0。 6

178 2区 Xw 石鏃 チャー ト 1.6 0,4

2区 Yv 石 鏃 チャー ト 3.4 1.6 2.0

2区 Yw 石鏃 チャー ト 0.4 2.2

2区 Yw 尖頭器 チャー ト つ
々 0.75 5.6

2区 Xw スクレイパー チャー ト 2.5 10.0
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面
号

図
番

中 +4hロ 層位 種類 石材
法量 (cm)

重量 (g) 備考
最大長 最大幅 厚 さ

2区 V層 スクレイパー 黒曜石 2.4 2.2 1.0

2区 V層 スクレイパー チャー ト 3.45 2.9 1.2 10.3

2区 V層 スクレイ′く― ホルンフェアレス 4.0 11.3

2区 Ⅵ 層 石匙 チャー ト 4.1 2.2

2区 Ⅳ 層 石匙 チャー ト 4,0 5.15 1.5 20,1

188 2区 I層 石匙 頁岩 9.5 0.5 20,9

2区 Ⅱ 層 使用痕剥片 黒曜石 0.4

2区 Ⅲ 層 二次調整剥片 黒曜石 30.5 0.55

2区 V層 二次調整剥片 チャー ト 0.5

2区 Ⅱ 層 剥片 頁岩 4.65 1.6 38,2

2区 V層 石核 チャー ト

2じこ Ⅲ 層 石核 黒曜石 1.6 1,7

2優こ I層 石核 黒曜石 1.65 3.4

196 2区 V層 石核 黒曜石 2.8 2.2 7.8

2区 Ⅵ 層 石核 黒曜石 1.0 4,4 姫島産

198 2区 Ⅳ 層 石核 黒曜石 2.8 9.4

2区 Ⅵ 層 石核 チャー ト 5.85 54.1

2区 Ⅵ 層 石核 黒曜石 3.25 2.90 42.5

2優こ Ⅳ 層 石錘 貢岩 5,0 8。 1 90。 3

2区 I層 石錘 安山岩 3.45 5.45 2.0 50.5

2区 Ⅱ 層 石 斧 ホルンフェルス 6.5 2.55 80.9

2区 I層 打製石斧 安山岩 10。 3 1.7 135.0
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第13表 高津佐遺跡包含層出土土器観察表

層位 器種 残存部
法量 (cm) 色 調整

胎土 焼成 備考
ヨ径 器高 底径 外面 内 面 外 面 内 面

Ⅵ層 縄文土器 口縁部
にぶい黄橙
Hue10VR7/4

灰黄
:ue2 5Y6/2

貝殻腹縁刺突文
ハケ後ナデ

ナ デ
01～ lmの無色透明多く、01～ lmの灰 白
わずかに0,1～ lmalの黒鈍の砂粒含む

良

206 Ⅶ層 縄文土器 口縁部
お

惟
にぶい黄
Hue2 5Y6/3

Iue5YR6/6
こぶい褐
Iue7 5YR6/3

貝殻条痕文
短沈線

貝殻条痕文
01～5aunの灰 白0_1～ 2EIの 黒輝の砂粒を
多く01～lmの砂粒を含む

良
穿 孔有
内面朱塗 り

V層 縄文土器 口縁部
黄

ｅ２

浅

血
天
:ue7 5Y5/1 沈線文 ケ後ナデ

01～ 0 5naの 白濁、01～ latlnの X3t、 05
～llullの無色透明の砂粒を含む

良

Ⅵ層 縄文土器 口縁部
黄

ｅ２

浅

Ｈｕ

灰
Hue5Y4/1 凹線文

ハケ
ケズリ

05～ lmの黒輝、無色透明、01～05mの
乏輝多く05～ lmの灰黄の砂粒を含む

良

209 Ⅶ層 縄文土器 日縁部
にぶい黄橙
Hue10YR7/4

にぷい黄橙
Hue10YR6/3 貝殻条痕文

ナデ
ミガキ

01～ 2mの 褐明の砂粒をわずかに 01～
lmlの自濁、灰自の砂粒、オヽ石を含む

良

Ⅶ 層 縄文土器 口縁部
■
定

‐６

隆
こぶい橙
Iue7 5YR7/4

橙
ｙ

ぶ

ｅ５

に
Ｈｕ

貝殻腹縁刺突文

貝殻条痕文
樫形李角

ケズリ
ケズリ後ナデ

01～ 1 5ntalの灰黄、無色透明の砂粒を多く
01～ 1.51ndIの 黒輝、褐暗の砂粒を含む

良

Ⅶ層 縄文土器 胴 部
登
Iue57R6/6

橙
Ｈｕ

員殻条痕文
員殻腹縁刺突文 ナ デ

05～ 2Dulの 自透白濁多く05～ lIIInの灰妻
黒鈍わずかに1～ 2E EIの無色透明の砂粒含也 良

Ⅵ層 縄文土器 底部
隆
lue7.5YR6/6

笹
lue7 5YR7/6 刻線文 ナ デ

05～ 1 5maの 無色透明の砂粒を多く柱状 0_

5～ lHwHの黒輝の砂粒をわず力ヽ こ含む
良

213 Ⅶ 層 縄文上器 底 部
にぶい黄橙
Hue10YR7/4

にぶい橙
true7.5YR6/4

文突
文
刺

痕
縁籐

離繊

員

貝

刻
ケヽ後ナデ

01～ 2Eulの 黒輝、無色透明の砂粒多く0.1
～ll mの灰黄の砂粒をわずかに含む

良

Ⅶ層 縄文土器 日縁部
褐灰
‖ue10YR4/1

にぶい黄橙
‖ue10YR7/3 貝殻腹縁刺突文

ズ

デ

ケ

ナ
).1～ 2E alの 黒輝の砂粒を多 く 01～ llumの

更白、褐明、無色透明を含む
良

ul層 縄文土器 口縁部
‐４
推

明黄褐
Hue10YR7/6

黄

ｅ２

浅

Ｈｕ
貝級条痕文 ナデ

1～4山灰黄灰自0.5～ 2Eull黒輝黒鈍 05～ 2

正透輝多く 1～2mala暗 の砂粒わすかに合む 韓
軟

Ⅵ層 縄文土器
日縁～
胴部

浅黄
Hue2.5Y7/4

浅黄
Hue2.5Y7/4 貝殻腹縁押引文 ナ デ

住状 05～2aunの 黒輝 05～ 2EUlの 無色透明
多く、1～3噸のガヾ石をわずかに含む 螢

軟
カク
ラン 縄文土器 口縁部

にぶい黄橙
Hue10YR6/4

にぶい黄橙
Hue10VR6/4

連続刺 突 文

貝殻条痕文
ナデ

柱状 0.5～3.5almの黒輝、微細～21mの無色
透明の砂粒を多く、1～ 2Dulの小石を含む

良

Ⅶ層 縄文土器 日縁部
横褐
rue2 5Y5/3

にぶい黄糧
ITue10YR7/4 凹線文 ナ デ

微fIB～2mllの 無色透明の砂粒を多く05～と
Itulの 自濁、柱状 05～ ltua10黒 輝を含む

良

ク

ン

カ

〓

フ
縄 文土器 口縁部

ん
褐
カ

Ｒ４
黄

区

ＯＹ
い
Ｎ

灰
ｅｌ
ぶ
〔．

伺
Ｈｕ
に

関‐ｉ

にぷい黄褐
Hue10YR6/4

凹線文
刺突文
山形押型文

ケヽ後ナデ
0.5～ 2mの 自濁、黒輝、無色透明の砂粒を
多く含む

良

220 Ⅵ 層 縄文土器 口縁部
にぶい黄
Ⅲue2 5Y6/3

倣
Hue10YR5/1

士触数脚

凹
刺

山
ハケ後ナデ

J～ 5ELlの 褐暗の砂粒わずかに 01～3mの
灰黄 01～2Шの黒輝の砂粒を含む

良

Ⅵ層 縄文土器 胴 部
にぶい黄橙
Hue10YR7/4

こぶい黄
lue2.5Y6/3

刺突列点文
凹線文

指押サエ
ナデ

05～ 2EEの黒輝、黒鈍砂粒多 く05～ 1.5
mの 自透自濁 1～ 5処の褐明褐暗の砂粒を含
オ|

良

Ⅵ層 縄 文土器 胴 部
責

ｅ２
浅
臣

にぶい黄
Hue2 5Y6/4 』線文 ナデ後ハタ

01～ 2atI黒瀬県鈍 05～ 1l�蒻博多く01～
4Ш灰黄灰白05～ 4枷偶明褐暗砂粒含む

良

223 Ⅶ層 縄文土器 日縁部
にぶい黄橙
Hue10VR6/3

にぶい黄橙
Hue10YR6/3 みみずばれ みみずばれ

01～ 5mIEC褐 暗の砂粒をわずかに、01～ 2

1111の 白透、灰 白 01～ lEIIの 黒輝の砂粒を
をき子「

良

224 Ⅵ 層 縄 文土器 口縁部
黄灰
旧ue2 5Y5/1

浅黄
Hue2 5Y7/4

担形押型文
山形押型文
ハケ後ナデ

微細～ lm lの 黒輝の砂粒をわずかに、微和
～la ulの砂粒を含む

良

Ⅵ 層 縄文土器 胴 部
実黄
tue2 5Y7/4

浅黄
Hue2 5Y7/4 山形押型文 ナ デ

05～ 2mの灰 自の砂粒 を多く 05～15m
の白透、黒輝、05～ 2EUlの 自濁を含む

良

226 Ⅵ層 縄文土器 口縁都
にぶい黄橙
rue10YR6/3

にぶい黄
Hue2 5Y6/3 隆起森文 ナ デ

01～5m仄貢 01～ 2awl黒輝多 く01～ 14u

褐暗をわずかに 01～ 2EIの 自透の砂粒含 良
口唇部刻み 目
塞ノ神古段階

Ⅵ層 縄文土器 口縁部
黄

ｅ２
淡
Ｈｕ

淡黄
Hue2 5Y8/“

ナデ
連続刺突文

ハケ
ナデ

15～ 1 5 alE黒輝 05～ lld l無色透明わずか
こ05～ 15mの灰白黒鈍の砂粒を含む

良

228 Ⅵ層 縄文土器 日縁部
淡黄
Hue2 5Y8/4

黄

ｅ２
淡
血

連続刺突文 ナ デ
た5～ 21111の 黒鈍の砂粒をわず力ヽ こ、自透自
蜀の砂粒を含む

良

229 Ⅶ層 縄文土器 口縁部
明赤褐
田ue2 5YR5/6

橙
Ｈｕ

連続刺突文
ハケ
ナデ

D5～2.5al l無色透明多く05～ 2alal黒輝 05
～lmmtB明 わず力ヽ こ0_5～ 2mlの 自濁砂粒含
″|

良

V層 縄文土器 口縁部
にぶい黄橙
Hue10YR7/4

にぶい黄橙
Hue10VR7/4

ハ ケ ハケ後ナデ
C_5～2al nの 自濁の砂粒を多く、05～ 2allの

灰白、黒輝、黒鈍の砂粒を含む
良

Ⅵ層 縄文土器 日縁部
黄

ｅ２
浅
ｈ

浅貢
Hue2 5Y7/4 沈線文 ナデ

05～ 15111の 自透の砂粒をわず力Wこ05～
1 5Emの 自濁、黒輝、黒鈍の砂粒を含む

良

232 Ⅶ層 縄文土器 底部
明黄褐
Hue10YR6/6

にぶい黄褐
Hue10YR6/4 刺突列点文 ハケ後ナデ 5～ lnIIlの 自濁、無色透明の砂粒を含む 良

Ⅵ層 縄文土器 口縁部
た

黄

ｅ２

浅

Ｈｕ

黄

ｅ２

曳

Ｉｕ
ハ ケ 不 明

01～ 2Dua白 濁05～3mの黒輝多 くlltuの褐
暗をわず力ヽ こ1～ 211ulの灰黄の砂粒を含む

良 内面剥落

V層 縄文土器 底部
76
腔定

明帥
Hue10YR7/6

にぶい黄
Hue2 5Y6/3

ナデ
ナデ
指押サエ

05～ lmの黒輝の砂粒をわず力ヽ こ05～ 1

5mmO無色透明の砂粒を含む
良

235 Ⅵ層 縄文土器 底部
判
定

‐２
推

にぶい黄橙
Hue10YR7/4

浅黄
開ue2 5Y7/3 ナデ ナデ

駐状 05～ lltunの黒輝の砂粒1～ 2H Iの小石
をわずかに 05～ lltunの 無色透明の砂粒を
金すo

良

236 Ⅵ層 縄文土器 底部
にぷい黄橙
Hue10YR6/4

にぶい黄橙
Hue10YR6/4 ケヽ後ナデ ハケ後ナデ

0.5～ 211111の 自透、自濁、灰自、黒輝の砂葛
を含む

良

-74-



第14表 高津佐遺跡包含層出土石器観察表

面
号

図
番 層位 種類 石材

法量 (cm)
重量 (g) 備考

最大長 最大幅 厚 さ

237 Ⅵ層 石鏃 黒曜石 0.35 脚部欠損

Ⅶ層 石 鏃 黒曜石 (1.25) 0.4 0.5 先端・片脚欠損

Ⅵ層 石鏃 黒曜石 0。 2

240 Ⅵ層 石鏃 黒曜石 1.65 1.25 0.4 先端・脚部欠損

Ⅵ 層 石鏃 黒曜石 0.35 0.4

242 V層 石鏃 黒曜石 1.85 0。 35 0。 4

Ⅵ層 石鏃 チャー ト 2.05 0.4

V層 石 鏃 黒曜石 2.1 0。 35 姫島産

Ⅵ層 石 鏃 黒曜石 2.5 1.85 0.5

246 V層 石鏃 チャー ト 2.1 0.5 脚部欠損

V層 石 鏃 チャー ト 0.4

Ⅵ層 石鏃 チャー ト 2.1 1.9 0.45 1.1 先端・脚部欠損

249 Ⅷ層 石鏃 黒曜石 1。 95 0.5 脚部欠損

250 Ⅵ 層 石鏃 黒曜石 0.3

Ⅶ 層 石鏃 チャー ト 2.4 1.9 0.38

252 Ⅶ層 石 鏃 黒曜石 0。 6 脚部欠損

Ⅵ層 石 鏃 チャー ト 3.0 0.65

254 Ⅵ層 石 鏃 チャー ト 3.05 0.55

255 Ⅶ層 石鏃 黒曜石 1.6 1.45 0.6 脚部欠損

Ⅶ層 石 鏃 チャー ト 2.05 0.55 脚部欠損

257 Ⅵ層 石鏃 黒曜石 2.0 1.4 0.6 片側久損

258 Ⅵ 層 石鏃 頁岩 3.15 2.35 1。 15 5.9

Ⅵ 層 石鏃未製品 黒曜石 2.15 0.55 0.9

Ⅶ 層 スクレイ′く― チャー ト 3.85 2.2 0。 8 5。 7

Ⅵ 層 スクレイパー チャー ト 1.85 0.38

262 Ⅶ層 石匙 チャー ト 4.0 0.8 刃部欠損

263 Ⅵ層 石匙 頁岩 4.1 0,9

Ⅵ層 垂 飾 砂 岩 2.5 0.35 1.7 半分欠損

265 Ⅵ層 二次調整剥片 頁岩 2.3 0.7 4。 9

266 Ⅵ層 二次調整剥片 チャー ト 1.7

Ⅶ層 剥 片 黒曜石 2,75 0.7 3.4

268 Ⅵ 層 石核 チャー ト 2.9

Ⅵ層 石核 黒曜石 4.15 4.95 2.9 35.4
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面
号

図
番 層位 種類 石材

法量 (cm)
重量 (g) 備考

最大長 最大幅 厚 さ

Ⅵ層 石核 黒曜石 2.6 4.1

V層 石核 チャー ト 2.2 2.2 0,8

272 Ⅶ層 石核 黒曜石 2.4 2.0

Ⅵ層 石槍 サヌカイ ト (9.55) 2.5 1.0 27.7

Ⅵ層 石斧 安山岩 5.8 2.0 234.3

Ⅵ層 石斧 安山岩 10.6 6.2 2.15 203.4

第15表 高津佐遺跡SI-3出土石器観察表

図面
番号

咄 +41hロ 層位 種 類 石材
法量 (cm)

重量 (g) 備考
最大長 最大幅 厚 さ

Ⅶ 層 石 核 黒曜石 2.95 4.7 24.6

第16表 高津佐遺跡SI-5出土石器観察表
面
号

図
番 層位 種類 石 材

法量 (cm)
重量 (g) 備考

最大長 最大幅 厚 さ

277 SI-5 Ⅷ 層 石鏃未製品 チャー ト 2.15 1.55 0。 45

第17表 高津佐遺跡SC-2出土土器観察表
目置 土

区
出
地 器種 残存部

法量 tcm) 色 調整
胎土 焼成 備考番 将

器高 巨留 外 面 内 面 外 面 内 面

278 SC-2 縄文上器 縁”脚
。
１

一
Ａ

ｌｏ

４
浅黄
Hue2.5Y7/4

浅黄
Lue2.5774

鶴文 瘤状突帯
沈線文 貼付突帯
列点文

ハケ後ナデ
ケズリ

放細～2mの無i務明の砂粒を多く、
二5～2mmp黒輝の砂粒を含む

良

わずかに波状 口縁
粘土帯痕が残 る
妙見式
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谷 ノ木・高津佐地 区出上の黒曜石製遺物 の原材産地分析

藁科 哲男

(京 都大学原子炉実験所 )

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定 し、古

代の交流、交易および文化圏、交易圏を探 ると言 う目的で、蛍光 X線分析法によリサ

ヌカイ トおよび黒曜石遺物の石材産地推定を行つている
1・ 2・ 9。

石材移動を証明するに

は必要条件 と十分条件 を満たす必要がある。地質時代に自然の力で移動 した岩石の出

発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石 と露頭原石の組成が一致すれば必要条件を

満た し、その露頭か らの流れたルー トを地形学などで証明できれば、他の露頭か ら原

石が流れて来ないことが証明 されて、十分条件を満た し、ただ―力所の一致す る露頭

産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では『石器 とある産

地の原石の成分が一致 したか らと言つて、そこの産地のもの と言い切れないことは、

他の産地にも一致す る可能性が推測 され るか らで、 しか し一致 しなかった場合そこの

産地のものでない と言い切れ る。』が大原則である。考古学では、人工品の様式が一

致す ると言 う結果が非常に重要な意味があ り、見える様式 としての形態、文様、見え

ない様式 として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材があ リー致する

と言 うことは古代人が意識 して一致 させた可能性があ り、一致すると言 うことは、古

代人の思考が一致す ると考えてもよく、相互関係 を調査す る重要な意味をもつ結果で

ある。石器の様式による分類ではなく、 自然の法則で決定 した石材の元素組成を指標

に した分類では、例 えば石材産地が遺跡か ら近い、移動キャンプ地のルー ト上に位置

す る、産地地方 との交流 を示す土器が出土 しているな どを十分条件の代用にす ると産

地分析は中途半端な結果 とな り、遠距離伝播 した石材 を近 くの産地 と誤判定す る可能

性がある。人が移動 させた石器の元素組成 とA産地原石の組成が一致 し、必要条件を

満足 しても、原材産地 と出土遺跡の間に地質的関連性がないため、十分条件の移動ルー

トを自然の法則 に従って地形学で証明できず、その石器原材がA産地の原石 と決定す

ることができない。従つて、石器原材 と産地原石が一致 した ことが、直ちに考古学の

資料 とな らない、確かにA産地 との交流で伝播 した可能性 は否定できな くなつたが、

B、 C、 Dの 産地でない との証拠がないために、A産地だ と言い切れない。 B産地 と

一致 しなかつた場合、結果は考古学の資料 として非常に有用である。それは石器に関

しては B産地 と交流がなかつたと言い切れ る。 ここで、十分条件 として、可能なかぎ

り地球上の全ての原産地 (A、 B、 C、 D・ ・・・)の原石群 と比較 して、A産地以

外の産地 とは一致 しないことを十分条件 として証明すれば、石器がA産地の原石 と決

定す ることができる。 この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱 し不可

能であると思われる。また、 自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるか

―-95-―



は、それぞれが使用 している産地分析法によって、それぞれ異な り実際に行つて

みなければ分からない。産地分析の結果の信頼性は何力所の原材産地の原石 と客観的

に比較 して得 られたかにより、比較 した産地が少なければ、信頼性の低い結果 と言え

る。黒曜石、サヌカイ トなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみ られないが、

不純物 として含有 される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を

中心に元素分析を行い、これを産地 を特定す る指標 とした。分類の指標 とす る元素組

成 を遺物について求め、あらか じめ、各原産地ごとに数十個の原石 を分析 して求めて

おいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比 して、各平均値か

らの離れ具合 (マ ハラノビスの距離)を 求める。次に、古代人が採取 した原石産出地

点 と現代人が分析のために採取 した原石産出地 と異なる地点の可能性は十分に考えら

れ る。従つて、分析 した有限個の原石か ら産地全体の無限の個数の平均値 と分散を推

測 して判定を行 うホテ リングのT2乗 検定を行 う。 この検定を全ての産地について行

い、ある原石遺物原材 と同 じ成分組成の原石はA産地では 10個 中に一個み られ、B

産地では一万個中に一個、 C産地では百万個中に一個、 D産地では・・・ 。一個 と各

産地毎に求められ るような、客観的な検定結果か らA産地の原石 を使用 した可能性が

高い と同定す る。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属 され る確率を求めて

産地を同定する。今回分析 した遺物は宮崎県小林市に位置す る谷 ノ木原遺跡出上の黒

曜石製遺物 8個 および高津佐遺跡出土の黒曜石製遺物 8個 の合計 16個 について産地分

析の結果が得 られたので報告す る。

黒曜石原石産地

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作 り、エネルギー分

散型蛍光X分析装置によって元素分析 を行 う。分析元素はAI、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、

Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nbの 12元 素をそれぞれ分析 し、塊試料の形状差による分析値

への影響を打ち消すために元素量の比を取 り、それでもつて産地を特定す る指標 とし

た。黒曜石は、Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの 比量を産地を

区別する指標をしてそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、

中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に黒曜石の原産地は分布

す る。調査を終えた原産地を図 1に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつ くされ、

元素組成によってこれ ら原石を分類 して表 1に示す。 この原石群に原石産地が不明の

遺物で作った遺物群を加 えると233個 の原石群になる。佐賀県の腰岳地域お よび大

分県の姫島地域の観音崎、両瀬 の両地区は黒曜石の有名な原産地で、姫島地域ではガ

ラス質安山岩 もみ られ、これについて も分析 を行った。隠岐島、壱岐島、青森県、和

田峠の一部の黒曜石には、Srの 含有量が非常に少なく、この特徴が産地分析 を行 う際

に他の原産地 と区別する、有用な指標 となっている。九州西北地域の原産地で採取 さ
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れた原石は、相互に組成が似た原石がみ られ る (表 2)。 西北九州地域で似た組成を示

す黒曜石の原石群は、腰岳、古里第一、松浦第一の各群 (腰岳系 と仮称す る)お よび

淀姫、中町第二、古里第二、松浦第四の各群 (淀姫系 と仮称する)な どである。淀姫

産原石の中で中町第一群に一致す る原石 は 12%個 で、一部は淀姫群に重なるが中町

第一群 に一致す る遺物は中町系 と分類 した。また、古里第二群原石 と肉眼的お よび成

分的に似た原石は嬉野町椎葉川露頭で多量に採取でき、この原石は姫島産乳灰色黒曜

石 と同色調 をしているが、組成によつて姫島産の黒曜石 と容易に区別できる。 もし似

た組成の原石で遺物が作 られた とき、この遺物は複数の原産地に帰属 され原石産地を

特定できない場合がある。た とえ遺物の原石産地がこれ ら腰岳系、淀姫系の原石群の

中の一群および古里第二群のみに帰属 されても、この遺物の原石産地は腰岳系、淀姫

系お よび古里第二群の原石を産出す る複数の地点を考えなければならない。角礫の黒

曜石の原産地は腰岳および淀姫で、円礫 は松浦 (牟 田、大石 )、 中町、古里 (第 二群

は角礫)の 各産地で産出していることか ら、似た組成の原石産地の区別は遺物 の自然

面か ら円換か角礫かを判断すれば原石産地の判定に有用な情報 となる。 旧石器 の遺物

の組成 に一致す る原石を産出す る川棚町大崎産地か ら北方 4 kmに位置す る松岳産地が

あるが、現在、露頭か らは 8■lm程度の小礫 しか採取できない。また、佐賀県多久のサ

ヌカイ ト原産地か らは黒曜石の原石 も採取 され梅野群を作つた。九州中部地域 の塚瀬

と小国の原産地は隣接 し、黒曜石の生成マグマは同質 と推測 され両産地は区別できな

い。また、熊本県の南関、轟、冠ケ岳の各産地の原石はローム化 した阿蘇の火砕流の

層の中に含まれる最大で親指大の黒曜石で、非常に広範囲な地域か ら採取 され る原石

で、福岡県人女市の昭和溜池か らも同質の黒曜石が採取 され昭和池群 を作つた。従つ

て南関等の産地に同定 された遺物の原材産地を局所的に特定できない。柔 ノ木津留原

産地の原石は元素組成によつて 2個 の群 に区別す ることができる。桑 ノ木津留第 1群

は道路切 り通 し面の露頭か ら採取できるが、桑ノ木津留第 2群 は転礫 として採取でき、

これ ら両者を肉眼的に区別はできない。 また、間根 ヶ平原産地では肉眼観察で淀姫黒

曜石のよ うな黒灰色不透明な黒曜石か ら桑 ノ木津留に似た原石が採取 され、 これ らに

ついても原石群を確立 し間根 ヶ平産黒曜石 を使用 した遺物の産地分析 を可能 に した。

遺物の産地分析によつて桑 ノ木津留第 1群 と第 2群の使用頻度を遺跡毎に調査 して比

較す ることにより、遺跡相互で同 じ比率であれば遺跡間の交易、交流が推測できるで

あろ う。石炭様の黒曜石は大分県萩台地、熊本県滝室坂、箱石峠、長谷峠、五 ヶ瀬川

の各産地および大柿産、鹿児島県の樋脇町上牛鼻産および平木場産の黒曜石 は似てい

て、肉眼観察ではそれぞれ区別が困難であるが、大半は元素組成で区別ができるが、

上牛鼻、平木場産の両原石については各元素比が似ているため区別はできない。 これ

は両黒曜石を作ったマグマは同じで地下深 くにあり、このマグマが地殻の割れ 目を通つ

て上牛鼻および平木場地区に吹きだ した ときには、両者の原石の組成は似 る と推定で
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きる。従って、産地分析で上牛鼻群または平木場群のどちらかに同定 されても、遺物

の原石産地は上牛鼻系 として上牛鼻または平木場地区を考える必要がある。出水産原

石組成 と同 じ原石は 日東、五女木の各原産地か ら産出 していてこれ らは相互に区別で

きず 日東系 とした。竜ヶ水産原石は桜島の対岸の竜ヶ水地区の海岸および海岸の段丘

面か ら採取 される原石で元素組成で他の産地の黒曜石 と容易に弁別できる。

結果と考察

遺跡か ら出上 した黒曜石製石器、石片は風化に対 して安定で、表面に薄い水和層が

形成 されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能

であると考えられる。黒曜石製の石器で、水和層の影響を考慮す るとすれば、軽い元

素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影響を受けやすい と考 えられる。 Ca/K、

Ti/Kの 両軽元素比量を除いて産地分析 を行った場合、また除かずに産地分析 を行った

場合、いずれの場合にも同定 され る産地は同 じである。他の元素比量についても風化

の影響を完全に否定す ることができないので、得 られた確率の数値 にはや ゝ不確実 さ

を伴 うが、遺物の石材産地の判定を誤 るよ うなことはない。今回分析 した谷ノ木原遺

跡、高津佐遺跡出上の黒曜石製遺物の分析結果を表 3に 示 した。石器の分析結果か ら

石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群 との比較をする。説明を

簡単にするため Rr/Zrの 一変量だけを考えると、表 3の試料番号 93752番の遺物では

Rr/Zrの値は 0.717で、 日東群の [平均値]士 [標 準偏差値]は 、0,712± 0.028で ある。

遺物 と原石群の差を標準偏差値 (σ )を基準にして考えると遺物は原石群か ら 0。 17σ

離れている。 ところで 日東群の原産地から100個 の原石を採ってきて分析すると、

平均値か ら±0.17σ のずれ よ り大きいものが 86個 ある。すなわち、 この遺物が、 日

東群の原石か ら作 られていた と仮定 しても、0.17σ 以上離れ る確率は 86%で あると言

える。だか ら、 日東群の平均値か ら0.17。 しか離れていない ときには、この遺物が 日

東群の原石か ら作 られたものでない とは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を桑

ノ木津留第 1群に比較す ると、桑 ノ木津留第 1群の平均値か らの隔た りは、約 8σ で

ある。 これを確率の言葉で表現す ると、桑 ノ木津留第 1群 の産地の原石を採ってきて

分析 した とき、平均値か ら 8。 以上離れている確率は、一億分の一であると言える。

このように、一億個に一個 しかないような原石をたまたま採取 して、この遺物が作 ら

れた とは考えられないか ら、この遺物は、桑 ノ木津留第 1群の原石か ら作 られたもの

ではない と断定できる。 これ らのことを簡単にま とめて言 うと、「この遺物は 日東群

1こ 86%の 確率で帰属 され、信頼限界の O.1%を 満た していることか ら日東産原石が使

用 されていると同定 され、 さらに桑 ノ木津留第 1群 に百万分の一%の低い確率で帰属

され、信頼限界の 0。 1%に 満たないことか ら桑 ノ木津留第 1群の原石でない と同定 さ

れ る」。遺物が一 ヵ所の産地 (日 東産地)と 一敦 したか らと言つて、例 え 日東群 と桑

―-98-―



ノ木津留第 1群 の原石は成分が異なつていても、分析 している試料は原石でなく遺物

で、 さらに分析誤差が大きくなる不定形 (非破壊分析)で あることか ら、他の産地に

一致 しない とは言えない、同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一致する

可能性は推測 される。即ちある産地 (日 東群)に一致 し必要条件 を満た した と言つて

も一致 した産地の原石 とは限 らないために、帰属確率による判断を表 1の 233個 すべ

ての原石群について行い、十分条件である低い確率で帰属 された原石群 を消 してい く

ことにより、はじめて 日東産地の石材のみが使用 されていると判定 され る。実際は Rr

/Zrと いつた唯 1個 の変量だけでな く、前述 した 8個 の変量で取 り扱 うので変量間の

相 関を考慮 しなければな らな らい。例 えばA原産地のA群で、Ca元素 と Sr元素 と

の間に相関があ り、Caの量を計れば Srの量は分析 しなくても分かるよ うな ときは、

A群 の石材で作 られた遺物であれば、A群 と比較 した とき、Ca量が一致すれば当然 S

r量 も一致す るはずである① もし Sr量だけが少 しずれている場合 には、この試料は

A群 に属 していないと言わなければな らない。 このことを数量的に導き出せ るように

したのが相関を考慮 した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行 うホ

テ リングのT2乗検定である。 これによつて、それぞれの群に帰属す る確率を求めて、

産地を同定す る
4,5。

産地の同定結果は 1個 の遺物に対 して、黒曜石製では 233個

の推定確率結果が得 られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果について

は低い確率で帰属 された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略 しているが、本

研究ではこれ ら産地の可能性が非常に低いことを確認 した とい う非常に重要な意味を

含んでいる、すなわち、 日東産原石 と判定 された遺物について、台湾の台東 山脈産原

石、北朝鮮の会寧遺跡で使用 された原石 と同 じ組成の原石 とか、信州和 田峠、霧 ヶ峰

産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定 された産地のみの結果

を表 4に記入 した。原石群を作った原石試料は直径 3 cm以上であるが、小 さな遺物試

料 によつて原石試料 と同 じ測定精度で元素含有量を求めるには、測定時間を長 くしな

ければならない。 しか し、多数の試料を処理す るために、 1個 の遺物に多 くの時間を

かけられない事情があ り、短時間で沢J定 を打ち切 る。また、検出された元素であつて

も、含有量の少ない元素では、得 られた遺物の沢1定値には大きな誤差範囲が含まれ、

原石群の元素組成のバラツキの範囲を越 えて大きくなる。 したがつて、小 さな遺物の

産地推定を行った ときに、判定の信頼限界 としている 0.1%に 達 しない確率を示す場

合が比較的多 くみ られる。 この場合 には、原石産地 (確率)の欄の確率値に替えて、

マハラノビスの距離D2乗 の値 を記 した。 この遺物については、記入 されたD2乗 の

値が原石群の中で最も小 さなD2乗 値で、この値が小 さい程、遺物の元素組成はその

原石群の組成 と似ているといえるため、推定確率は低いが、そこの原石産地 と考えて

ほ ゞ間違いない と判断 されたものである。今回分析 した谷 ノ木原遺跡 出上の黒曜石製

遺物 8個 の各産地別使用頻度は、柔 ノ木津留第 1群原石が 25%(2個 )で、九州南部
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特に宮崎県内で多用 されている、原石産地不明の内屋敷UT遺 物群が 25%(2個 )で 、

桑 ノ木津留第 2群 に同定 された遺物は 12.5%(1個 )で、桑 ノ木津留地区とは別の未

発見の原石産地の可能性 も推沢Jさ れている。 また 日東・五女木産が 12.5%(1個 )、

姫島産が 12.5%(1個 )、 中町産 も 12.5%(1個 )そ れぞれ使用 されていた。次に高

津佐遺跡では桑ノ木津留第 1群原石が 50%(4個 )で、桑 ノ木津留第 2群産が 12.5%

(1個 )、 日東・五女木産が 12.5%(1個 )、 古里産が 12.5%(1個 )、 腰岳群は、角礫

の自然面をもち、古里第 1群、松浦第 1群の原石は円礫で、分析番号 93760番 12.5%

(1個 )の遺物は角礫の 自然面を残 していることか ら、腰岳産地の露頭か ら遠 くないと

ころで採取 された原石 と推測 した。産地分析で遺物 とある産地の原石が一致 した必要

条件 しか求めていない と、一致 した産地 との交流があったことは推測できるが、遺物

は他の産地にも一致す る可能性が残 り、他の産地 と交流がなかつた と言い切れない。

今回の分析で十分条件 として、北海道、自頭山、カムチャッカ産など三百数十個の原

石・遺物群でないことを明確 にしたことにより、谷 ノ木原遺跡では距離的に比較的近

い柔 ノ木津留、 日束・五女木産原石 と西北九州地域の中町産原石、北東九州の姫島産

原石が使用 されていると、また高津佐遺跡でも遠距離伝播 してきた腰岳産、古里また

は松浦産の原石が伝播 した と言い切れ、原石の使用頻度の高い産地 と交流が活発で、

原石の伝播にともなって原産地地方の生活、文化情報な どが遺跡に伝達 した とすると

推測す ると、谷ノ木原遺跡は西北九州および東北九州産地地方 と交流があ り、高津佐

遺跡 も腰岳産地の交流 もみ られ、これ ら産地地方の生活、文化情報を入手 し、また、

逆方向に、谷ノ木・高津佐地区の生活、文化情報か北東、西九州の産地地方に伝達 さ

れていたと推測 しても産地分析の結果 と矛盾 しない。
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九州西北地域原産地地区名 (原石個数 )

松浦半島
原石群

腰  岳  群

淀  姫  群

古 里 第 一 群

第 二 群

第 二 群

中 町 第 一 群

第 二 群

松 浦 第 一 群

第 二 群

第 二 群

第 四群

椎 葉 川 群

腰岳

(26)

100

100

淀姫

(44)

100

古里  古里

陸地  海岸

(66) (21)
中町  牟 田

(44)    (46)

24

大 石

(39)

33

51

26

18

28

33

51

49

33

椎葉川

(59)

37

63

11

95     25

12     14

98     14

32

51

57     24

93      17

9

5

57

33

24

24

5

33

24

48

2

88

68

57

2

91

80

2

43

50

26

39

24

39

54

52

表 2 九州西北地域原産地採取原石が各原石群に同定される割合の百分率 (%)

注 :同定確率を 1%以上に設定した。古里陸地で採取された原石 1個 (N06)判定例
=古里第 1群 (62%)、 松浦第1群 (37%)、 松浦第2群 (23%)、 腰岳 (21%)が 1%以上で同定さ

れ残 りの 125個 の原石群に対 しては 1%以下の同定確率であつた。古里陸地 (66個 )の

腰岳群 37%は 66個の中の 37%個 は腰岳群に 1%以上の同定確率で帰属される。

」G一
-1 :ル

表ゼ俸言式沐斗――Ando,A., Kurasawa, H.,Ohmori,T.&Takeda, E. 1974  compilation  of
data  On  the  G」 S  geOchemical  reference  samples  JG-l  granodiorite  and

」B-l  basalt. Geochemi c al  JOurnal, Vol.8  175-192 (1974)

表 3 小林市 谷ノ木・高津佐地区出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

析
号

分
番

元   素   比

Ca/K  Ti/K �ln/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr A/K  Si/K

93752

93753

98754

93755

93756

98757

93758

93759

93760

98761

93762

93763

93764

93765

93766

93767

0。 281    0.146

0.211    0.095

0.206   0.094

0.269   0 101

0.301   0.110

0.232   0.049

0.297   0.103

0 326   0 066

0.216    0.033

0.255   0.087

0.273    0.073

0.255   0。 143

0.210    0。 106

0.212    0.099

0.211   0.096

0。 211    0.096

0.021    1.125

0.072    1.529

0.071    1.571

0.065    1.660

0.051    1.584

0.381   6.139

0.056    1.631

0.046    1.732

0,070   2.445

0,065    1,676

0.036    1.795

0.017   1.036

0.063    1.419

0.060   1.348

0.065    1.447

0.065   1.395

0.717   0.412

1.121    0.395

1.110    0.411

1.179   0.732

0.944    0.668

1.727    1.357

1.009    0.766

0,704   0.505

1.558    0.402

1.213    0.728

0.658    0.376

0.682   0,377

1.023   0.369

0。 974    0.382

1.047   0.432

0.996   0.415

0.098    0,037

0.273   0.081

0.254    0.059

0.223    0.071

0.138    0.033

0.278    0.398

0。 178    0,054

0.105    0.104

0.272    0.292

0.192    0.036

0.121    0。 101

0.106    0.027

0,269    0.085

0.229   0.055

0.273    0.060

0.241   0 084

0,017   0.241

0.017   0,264

0.018   0.286

0,017   0.268

0,021    0.316

0.034   0.363

0.021    0.339

0.022   0.301

0.021   0.298

0 019   0 278

0.026   0.297

0.016   0.231

0.017   0,279

0,017   0.274

0.017   0.267

0.018   0.281

」G-1 0.781    0.209    0.075    3.741    0.968    1.262    0。 311    0.046    0.030    0.315

―-102-―
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注
意

:近
年

産
地
分
析

を
行

う
所

が
多

く
な

り
ま

し
た

が
、
判

定
根

拠
が
曖

味
に

も
関

わ
ら
ず
結

果
の
み

を
報

告
さ
れ

る
場

合
が

あ
り
ま
す
。

本
報

告
で

は
日
本

に
お

け
る
各

遺
跡

の
産

地
分
析

の
判

定
基

準
を
一

定
に

し
て

、
産

地
分
析

を
行

つ
て
い

ま
す

が
、
判

定
基

準
の
異

な
る
研

究
方
法

(上
器

様
式

の
基

準
も
研

究
方

法
で
異

な
る

よ
う
に
)に

も
関
わ

ら
ず

、
似

た
産

地
名

の
た

め

に
同

じ
結

果
の

よ
う
に
思

わ
れ

る
が
、
全

く
関
係

(相
互

チ
ェ

ッ
ク
な

し
)あ

り
ま
せ

ん
。

本
研

究
結

果
に
連

続
さ
せ

る
に
は
本
研

究
法

で
再
分
析

が
必

要
で
す
。

本
報

告
の
分
析

結
果

を
考

古

学
資
料

と
す

る
場

合
に
は
常

に
同

じ
基

準
で
判

定
さ
れ

て
い

る
結

果
で
古
代

交
流

圏
な

ど
を
考

察
を
す

る
必
要

が
あ

り
ま
す
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